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（300）   長  江  好  道   

序 課題・方法・限定・資料  

わが国はもとより、世界の教育改革の歴史をみると，例外なく中等教育の問題がその焦点とな  

ってきた0それは中等教育が「一面では若干の特定の教科と結びつき，また他面では特定の社  

会階級や社会的地位と結びついた特殊の意味あいをもってきた」〔阻p．163－キャンデル〕  

1）からである。   

ロシアにおをナる中等学校，とりわけギムナジア2）の特権的性格は，身分制的な閉鎖的特質を  

備えており，それが貴族・官吏の独占物として存在した。しかし，19世紀の60年代からロシア  

資本主義の発展は，いやおうなく中等学校の改革を急テンポで進行させ，ギムナジアに性格の  

転換をせまるのである。   

小論は，19世紀ロシアのギムナジアの特質を検討する。身分制学校は「しばしば政治的，  

経済的，精神的な諸組織が，あるいは特殊な住民集団の法律上の特権を成立させ」階級制学校  

は「それらの集団の実質的属性を成立させている」〔柑，T．2〕という，いわば農奴制社会の  

属性としての身分と資本主義社会の属性としての階級の問題を学校法，教育課程の面から分析  

する。  

19世紀後半におけるロシアの中等学校は，身分制学校を温存しつつも，実科学校および各種  

職業学校を発展させていき，階級的学校への傾斜を強めることになる。小論では，とくに，1825  

年，1864年およど187ト72年のギムナジア令，実科学校令と教科課程改訂に焦点をあて，教育  

がすべての有産者にとって，一様に組織され，一様に開放されていくという階級的学校の本質  

を明らかにする。   

小論が対象とする時期・分野の研究状況はつぎの文献にわずかにみられるだけである。国内  

では，海複勝雄が農奴解放前の教育〔46〕を，駒林邦男が〔62〕，〔糾〕で，革命前の国民教育  

の原則を，竹田正直が〔44〕，〔45〕で，1905－1917年までの高校生運動，教員運動を，長江好道  

が〔47〕で，20世紀初頭のツァーリズム学校体系と教科課程論について触れている。しかし産  

業資本成立期の中等教育はいずれも研究対象とされていない。ただ，革命後の学校法・教育課  

程研究は，〔63〕，〔66〕などの貴重な成果がみられる。他方，外国では，ハンスN．は〔11〕  

で詳細に扱っているが，その教育政策をツァーリの進歩と反動との交替の歴史としてみてお  

り，当時のロシア社会そのものの歴史的性格に起因することの視点が弱いことである。また，  

ソビエトでは〔8〕，〔12〕，〔13〕がこの分野の研究に示唆を与えるものである。ソビエト教育学  

の基礎理論となった革命前の文献として〔14〕，〔18〕は貴重である。   

小論にはいくつかの限界がある。学校の階級性を論究する場合，ゼムストヴォに触れなけれ  

ばならないが，資料の制約からここでは触れなかった。つぎに，初等学校，とりわけ教育省管  

轄外の学校に触れられず，ギムナジアの教育体系上の位置と性格を全面的に把握することがで  

きなかった。   

執筆にあたって主として使用した文献はつぎの通りである。まず．ロシア語文献では，  

〔1〕，〔5〕，〔6〕，〔7〕，〔8〕，〔9〕，〔1トB〕，〔13〕，〔15〕，〔18〕を用いた。また，英語文献で  

1）〔〕内の数字は，末尾の引用文献番号を示す，  
2）主として人文約数養を与え大学入学の準備教育をはどこす中等教育機関．ロシアでは，1紬4年の学校法によっ   
て，ギムナジアは，4年制で大学への準備教育の機関とされた．1928年の中等学校令でそれは7年制となる。   
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は，〔20〕，〔21〕，〔22〕，〔23〕，〔25〕，〔26〕，〔30〕，〔36〕，〔37〕である。さらに和文献では，〔40〕，  

〔42〕，〔43〕，〔49〕，〔51〕，〔55〕，〔57〕，〔60〕および〔61〕などを用いた。  

Ⅰ資本主義発展過程と中等教育の位置  

1，ツァーリズムの中等教育支配   

ツァーリ・ロシアにとって，クリミア戦争（1853－56）と農奴解放（1861）はその専制の方向  

を決定する重大な歴史的事件であった。この2つの政治・経済・文化的諸事件は，日本の歴史  

にたとえるならば，前者はペリー来航，後者は明治維新に匹敵するものであった。   

ロシアにとって第1の事件である，クリミア戦争の敗北は，先進資本主義国である，イギリス，  

フランスの勝利を意味し，この戦争は資本主義の力の差を証明したものである。いわゆる，19世  

紀初頭にピョートルⅠ世によって建設されたロシア帝国が「ヨーロッパの憲兵3）」としておそれ  

られていた時代はもうすぎ去ったのである。そして世界の力関係が大きく変わりつつあったの  

である。   

第2の事件であるロシア国内の諸改革のうち，もっとも大規模なものは農奴解放であった  

が，それを前後する時期，すなわち1857年から1874年頃まで一連の改革が実施された。これら  

の改革は，まさしくツァーリ自身によって着手されたものである。それは徹底してロシア社会  

を再建するという考え方をもってするよりも，新しい保守的な安定性を達成しようとする，ピ  

ヨーレレⅠ世の伝統が改革の根幹をなしていたのであった。他方，これらの改革の内実は，ロ  

シアのインテリゲンチアの影響も大きく作用していた。すなわち，かれらはイギリス，フラン  

ス，ドイツから日本にいたるまでの国々を手本と仰いで，西欧型社会の形成を志向する一連の  

運動4）を展開するのであるが，ツァーリが多分にその影響をうけたことは確実であった。   

教育の分野でいうならば，1850年代から60年代にかけて，農奴制教育への批判，教育の階級  

性への人民闘争がおこり，スコラ主義，そら読み，詰め込み教育が批判された。これらの世論  

も背景となり，1862年には「普通教育施設法案および国民学校建設一般計画案に関する覚書」  

「教育省の普通教育施設法案解説」などがだされた。さらに，1864年には「初等国民学校規則  

」「ギムナジアおよび準ギムナジア法」がだされ5）〔40，上，p．393〕，卯年代の学校改革はロ  

シアにおける国民教育史の転換期となったのである〔40，上，p．398〕。すなわち，1828年学校  

法6）を破棄し，身分的農奴主的学校をブルジョア的な学校に変える道を選択したのである。   

これらの改革の基本方向は，ロシアにおける近代的工業を急速に発展させることの必要性か  

らであった。それまでロシアの支配階級の中から工業不要論さえだされていただけに一連の諸  

改革は重大な政治・経済的転換であった。その結果，1890年代には，ロシアがアメリカ，ドイ  

3）ロシア帝国ほ，1812年のナポレオンの遠征軍を打破し，ナポレオン後のヨーロッパ大陸を支配したウイーソ体制   
の中心国となった．フラソス革命を継承して革命の帯発したヨーロッパ大陸において，19世紀前半，ロシアはそ   
の本国において，1825年デカブリストの乱以外は，とるに足る反乱を全く凝験しなかった．そればかりでなく，   
1848－49年ハンガリー革命に対して10万の軍隊を派兵し，ヨーロッパ革命運動の敵として存在した．  

4）フラソス革命がロシアのイソテリグンチャに大きな影響を与えた．その代表的なものとして，「デカブリストの   
乱」（1825），また農民七中心とする島奴労働者，都市下層民，少数民族のツァーリズムに対する抵抗運動がある．   
たとえば「ラジーンの乱」（1667），「フガチョ・－フ」（1773－75），また1870－80年におこったナロ←ドニキ運動  

はツァーリに大きな影響を与えた．  

5）この時期にほ各種の教育令・教育法試案がだされた。たとえば「教育省直轄女子学校条令」（1858），ウシソスキ   
ーの「師範学校案」（1861），「教育省女子ギムナジア，女子準ギムナジア条令」（18ア0）などがみられる・  

昏？身分鱒の寧理を準用し，学鱒鱒の準承制準を離し，古嬰主革を琴化し，学鱒を欝察の鱒しい堅軒下に革いたて   
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ツ，イギリス，フランスについで世界第5位の資本主義国になったのである。〔49，p．6〕  

「ロシアにおける近代工業化の主体はツァーリ政府自身であり，実際には，ツァーリが企業  

者であり，投資家であり，さらに，これより先にはじまっていた社会における経済成長とロシ  

アにおける経済成長とを区別していた意味での消費者であるともいった役柄であった」〔28，  

pp・42〕0すなわち，ツァーリは植民地の拡張を不可欠の前提として；鉄道を建設し，産業に対し  

て資金を供給するなどの責任を負い，また，企業家に重工業製品のための主要な市場を掟供した  

のである0その急激な拡張の様子は，ヨーロッパ・ロシアにおける鉄道延長距離数の推移から  

も，1890年代には，もはやロシアが帝国主義になったことを示すものである。ロシアの指導的な  

閣僚や高級官僚は，近代的工業国へと変容されたロシアの理想像を西欧的な性格をもつものに  

なるであろうと考えていたようであったが，その方  

法は全く異なっていた〔61〕。ロシアの都市人口は   
表1・ヨー・ロッパ・ロシアにおける  

鉄道延長距離（単位ヴェルスター）  
帝政時代の最初の50年間に700万人から2，000万人  

〔61・p・27〕に増大し，社会階級の厳密な体制が急  

速に崩壊して，専門職業家，実業家および官僚の新し  

い層のための礎石が置かれたのである7）。だが，こ  

れらの新しい層は，つまり，「中産階級」がすべて伝  

統的な階層から引きだされたのである。その発端に  

おいては，貴族，僧胤町民階級が当然新しい階級  

の主要な補給源であったのである。それにかえて，  

貴族階級は，ツァーリ時代最後の10年間にその栄光  

ある地位をほとんど喪失し，比較的少数の富豪は別  

として，拡大する工業社会で残存する表向きの権限  

から期待されるだけの利益をうることができなかっ  

た。それと同時に労働者数が激増し，それが19世紀末には約350万人〔61，p．27〕に達した8）   

2・インテリゲンチャ養成とギムナジアの役割   

革命前ロシアでは，インテリゲンチャ9）は比較的小さな社会層であった。それらの量的・職業  

的構成を判断できる資料は『1897年の第1回ロシア帝国々勢調査』であるが，この資料によると，  

ロシアのインテリゲンチャの総数は約87万人であった10）。〔48，p．15〕その内訳をみると，まず  

第1に認められる特徴は国家機関・工業・地主管理機関に従事するインテリゲンチャが368，400人  

で全体の50．8％を占めている。エルマンL．K．の国勢調査の分析によれば，それは資本主義的経  

営機関が拡大し，ツァーリ国家機関が膨張したためだとしている。支配階級の上層部・官僚が約  

6万人，国家機関の傭人が約9万人，将校・軍官吏が約5万2，000人となっている。第2の特徴は  

教育・芸術・科学・保健関係の仕事に従事するインテリゲンチャが約28万人で32．2％を占めてい  

ることである。その内訳をみると，教育者が約11万人でその40％を占めている。このことは，学校  

網の拡大と緊密に関係しており，ロシアの工業化に対応した人材確保の政策の結果に他ならな  

い○そ■して医療従事者が約5万4，300人，美術家・音楽家・俳優などをあわせると約1万3，500人で  

7）「インテリゲソチヤ」という用語が，ロシアの文献にはじめて現われたのは19世紀の60年代である．〔48〕  
8）1913年には，農民－70．2％，貸し給料）労働者－16．7％，職工－7．2％，自営者町民－3．6％，軍人，その他一2．3％  
〔61〕となっている．  

9）ここで問題にするインテリゲソチャは，主としてブルジョア，小ブルジョア インテリゲソチャである．  

10）（し48〕より重引，「50年間のソヴェト国」統計資料集，モスクワ，1967，p．229），   
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ある。学者・文筆家が3，∝旧人とその数は問題にならないくらい少ないことである。第3の特徴は  

技師・磯城技術者・鉄道員・郵便電信局員・農業専門家が9万4，0α）人で12．9％である。植民地の  

拡張を不可欠の前提とする資本主義にとってこれらの要員確保の問題が不可欠の条件となる。   

資本主義以前の段階では，知的労働者のほとんどは，もっぱら有産者から補充され，それは  

支配階級と一体であり，独自の社会層を形成しなかったのである。またそれほど必要としなか  

ったのである。19世紀の60年代以降，ロシアはひたすら資本主義への道を走ることによって知  

的労働を必要とする範囲が著しく拡大し，活動的な社会集団としてのインテリゲンチャをつく  

りだしていくのである。つまり，多種多様なインテリゲンチャが存在しなけれ11）ば，資本主義  

生産はなりたたないからである。   

こうした理由から知的職業の専門家の需要が著しく増大し，インテリゲンチャを補充する社  

会的源泉が変化していくのである。もはやインテリゲンチャは支配階級の出身者だけではまか  

ないきれなくなり，小ブルジョア出身者や一部は勤労階級の出身者をもくみ入れられるように  

なっていくのである。  

1860年代以後のツァーリ政府は，これらインテリゲソチャの養成機関として中等教育機関を  

拡大させていくのである。一部特権階級のためのギムナジアに加えて，雑階級から多様な知的  

職業に従事する専門家を養成するために学校の多様化をおしすすめるのである。産業資本成立  

期のツァーリの学校政策は，学校体系を超複線型にあみあげる結果をつくりだすのである。一  

方では教育の差別支配が，他方ではロシアの民主的教育運動発展の条件をつくりだし，ロシア  

革命を準備したインテリゲンチャが，このような反動的社会体制の中からつくりだされていく  

のである。   

さて，上でインテリゲンチャの社会集団の発生ということに触れたが，それらの集団の内実  

を高めることとかかわって，学校教育は大きな役割をはたすものであった。   

社会的，経済的カテゴリーとしてのインテリゲソチャが，階級間的な起源をもち，階級間的  

な状態にあるからといっても，階級的に対立している社会の全生活を貫いている政治闘争とイ  

デオロギー闘争において，インテリゲソチャが諸階級から独立して存在できるというわけでは  

ない。いきおい学校も諸階級から独立して存在することはできない。生産手段の所有が，ブル  

ジョアジーの手に集中している下では，大量の知的労働者が資本主義的な物質生産と知的生産  

の召使いとされるのである。マルクスとエンゲルスは，『共産党宣言』の申でつぎのように強  

調した。「ブルジョアジーは，これまで尊いものとされ，あがめられてきたようあらゆる職業  

から，その後光をはぎとった。医者や法律家や僧侶や詩人や学者をかれらのやとう賃労働者に  

かえてしまった。」〔57B，VOl・2，p・493〕   

レーニンB．N．は，インテリゲソチャが超階級的な性格をもち，歴史を創造する役割をはた  

しているという，ナロードニキの空想主義的考えに反論し，つぎのようにのべてている。「ロ  

シア諸大学やその他の教育施設は，自分をやしなってくれる人のみをさがしもとめている。  

「インテリゲンチャ」（？？）を，毎年毎年生みだしていることを，果たして否定できるだろう  

か。このような「インテリゲンチャ」を扶養するために必要な手段が，現在のロシアでは，  

11）イソテリゲソチャの概念規定は，，階級間の中間層，とされている．しかし，この規定はイソテリグソチャの特殊  
な社会的状態を正しくあらわしているけれども，活動的な社会集団としてのインテリゲソチャについてほ具体的  
なイメージを与えていない。したがって普通は，勤労活動の特徴という観点から，それを規定することになるて   
？写り・インチりゲソチャとl享，知的労働に職業として従軍する人々の総体と額牢さ桑るて   
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もっぱら少数の手中にあること牢，果たして否定できるだろうか。」〔18，T・1〕〔57〕と0   

しかし，インテリゲンチャがブルジョア社会・政治生活で果たしている役割を評価する際  

に，かれらを十把一からげに扱うのは正しくないであろう。インテリゲンチャは社会的出身が  

同じでないだけではない。かれらは社会的地位や仕事の上での地位がちがうし，物質条件のち  

がう多くの集団12）に分かれているのである。したがって，既成秩序にたいする態度もさまざま  

であるし，思想的，政指的傾向も決して一様ではない。19世紀末のロシアでは，むしろインテ  

リゲンチャ内部の思想的，政治的分裂は深まっており，反動勢力と進歩勢力の矛盾が鋭くなる  

にしたがい，プロレタリアートと資本家という二つの主要な階級間の敵対関係の中に，インテ  

リゲンチャはますます深くくみ込まれていくのである。反搾取者的な信念につらぬかれるイン  

テリゲソチャは資本主義制度の反対者として，その進んだ部分ほ労働者階級に引きつけられて  

いったのである。ロシアにおける革命的，社会主義的インテリゲソチャの出現は，ブルジョア  

時代のインテリゲンチャの歴史で重要な道標の一つである。以上のようにロシアのインテリゲ  

ンチャを養成する中等学校一大学・専門学校はたしかに階級的性格でぬりつぶされていた。しか  

し，そこに学ぶ生徒・学生，いわゆるインテリゲンチャの予備軍を評価する時に考慮されるべ  

きは，社会・経済的性格や社会的地位ではなく，思想・政治的立場や目的意識性，社会運動で  

の役割の側面から把握する視点がとられるべきである。十月社会主義革命の成功はレーニンと  

レーニン派のインテリゲンチャの力を労働者階級と有機的に融合し，人民に忠実に奉仕したこ  

とにある。それゆえにかれらほロシア人民大衆を歴史的創造活動に立ちあがらせるうえで大き  

な成果をあげることができたのである。  

8．文盲の政治的社会的基盤  

農奴解放前のヨーロッパ・ロシアでは約4，000万人の農民のうち約5分の2が国家によって  

直接管理・統制された。ツァーリズムの国家は教会はもとより，高等教育から初等教育にいたる  

まで厳しい管理・検閲の下におき，民衆の知的生活に直接的で，しみわたるような影響力をもっ  

ていた。農奴解放後に起った急激な経済的，社会的変革もツァーリの役割を低減させる上には何  

の効果もなかった。それどころか逆に，ツァーリは経済の工業化の過程で主導的な役割を演じ， 

むしろそれが直接利害関係をもたなかったようなロシアの生活の局面は極めて少なかった。ツ  

ァーリの教育政策の最も大きな特徴は，教育の直接的な管理と政策樹立への決定的な影響を通  

して，究極的な専制を維持していたことにある。その結果，一握りの支配階級の教育と圧倒的多  

数の文盲人民をつくりだしていたのである。これら文盲政策の対象となったのが，ツァーリの経  

済基盤を支えてきた農民層であった。ここでは，ロシアの学校政策の基底となった身分制慶13）  

12）「インテリゲソチヤ」というカテゴリー自体は一様ではない．このカテゴリーは著しく価値の異なる知的機能を  
はたす人々を含んでいる．たとえば科学的法則を解明する学者や，すぐれた芸術作品を創りだす芸術家から，国  
民大衆を文化に親しませる教育者や管理機閑の一般事務を担当するものなどがいる．したがって，それらは知的  

活動の具体的性格と社会的重要性に応じていくつもの集団に分けられ，復兼な内部構成をとる．  
13）教育の機会を人口の身分上の所属によってきめている教育政策と学校制度．異なる身分の子どもたちに対して，  
それぞれの異なったタイプの教育施設が用意されており，その際，特権的身分のものは，もっともよい条件が与  
えられている．教育の面における社会的不平等が法律上確認されている．革命前ロシアでは身分制学校が支配的  
であった．身分制の原理が一貫して表現されていた1828年学校法では，つぎのことが定められていた．すなわち   
教区学校は「もっとも低い身分」，おもに農民の子弟のためのものであり，墾垂撃墜は商人¶職人などのためのも   
の有高す，空室三三ヱは，貴族・官吏の子弟のためのものであった．身分制学校吼十月革命に至るまでロシアに   
存在していた・たとえば，陸軍墜竪撃墜，真筆挙墜などほもっぱら貴族の子弟だけが入学を許され，選挙墜，   
草生竺±直撃堅竪壁，奉塾生j上里ヱ，奉単三吐享ヱほ主として僧†呂の子弟が入学を許可されてい卑！   
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の問題に触れたい。   

ロシアのすべての市民は三つの範疇に分けられていた〔24，pp．鋸丁85〕。すなわち，原住  

民，非庶住民およびフィンランド人14）がそれである。原住民は法令によって「貴族階級」「僧  

職階級」「町民階級」および「農民階級」という身分に分けられていた。「貴族階級」は「世  

襲貴族」と「個人貴族」に分けられていて，両者の問には重大な差異があった。「町民階級」  

は4つの範疇に区分されていた。つまり「名望ある市民」「卸商人」「小売り商人」および「職  

人」がそれである。「僧職階級」は，一つの社会的階級というよりも，むしろ職業的グルー  

プとなっていた。つまり僧職から離れたもの，または僧職者の子どもは，一般に「名望ある市  

民」の階級にある町民階級として法的にみなされていた。したがって貴族は僧職階級の一員に  

なることもできた。たが，農民だけは法的に同種の階級となっていたのである〔25，pp．274－  

363〕。   

ここでは法的な公式的な区分より，もっと基本的なことは，特権階級と非特権階級との間の  

人間の基本権にかかわる差異である。この特権は1905年の革命に至るまで実質的に広くいきわ  

たっていた。つまり，ここでいう特権階級とは，「貴族」および「名望ある市民」で総人口の  

1～2％にすぎなかった〔61〕。かれらは直接税ないし体刑を受けなくてすみ，また，国内を  

自由に旅行することができたし，将来のインテリゲンチアとしてのパスポートである中等・大  

学教育を受ける機会に恵まれていた。貴族はまた，1861年の農奴解放がなされるまで「農奴」  

を所有するという特権をもっていた。何よりも大きな特権は，かれら特権階級はたとえ政治権  

力の座にすわれなかったにせよ，それに接近する一番近い位置にあったことである。   

これに反して，非特権階級である農民，卸商人，小売り商，職人たちは，ツァーリの課する  

重い業務に加え，これら貴族階級の重荷をも二重に背負う仕組みの中に封じ込みられていたの  

である。おまけに，かれらには初等教育の機会さえ与えられず，文盲の状態にされたままで  

あった。ツァー リ政府はむしろ，スコラ的道徳，宗教の積極的な民衆への導入を通して，ツァ  

ーリの政策を合理化しようとしたのである。とりわけ，農奴解放の前夜ともいうべき1849年  

から1861年までの時期には，厳しく農民を土地と地主貴族にしばりつけようとするあらゆる  

手段が，これら支配者によって試みられた。それ以後も農民の地位は底下することがあって  

も，向上することはなかった。同時に，これらの重圧はシベリアの各土着民・回教徒・ユダ  

ヤ人など，いわゆる非原住民の上にも，一層重い負担を担わせることになった。それらの状  

態は19砺年まで続き，それ以後は，ツァーリが小心ながらその抑圧政策を緩和したのであ  

る〔61〕。   

農奴制度はまさにツァーリ政府の利益のために置かれたものであって，行政的・財政的に農  

民を統制する基盤であった。つまり，ツァーリズムの「安定性」保持が， 

滞という代価であがなわれたのである。農奴制度は，農民の側にも．地主貴族の側にも進坂性  

というものに水をさすことになっていた。ロシアにおいて社会的，経済的，文化的変革に対す  

る真の障害はツァーリズムの精神にあった。   

一方，異民族，とりわけ少数民族にとってロシァは「牢獄」であった。そこには「大ロシア  

人」の異民族支配が徹底して断行されたことである。ツァーリによる1860年代から70年代にか  

けての工業政策の促進は，別の観点をとるならば領土拡張政策であり，異民族侵略でもあっ  

14）フィンランド∧は日準嘩のある大公圃に居住してい卑ので別個の範囁となってい声†   
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表2．1897年のロシアの民族構成（単位万人）〔49〕  た。ツァーリのこれらの政策は，クリミ  

ア戦争の敗北にもかかわらず，おとろえ  

るどころか，きわめて活発に展開され多  

くの異民族をロシアに併合し，支配する  

ところとなった。その結果，19世紀末に  

は表2に示すようにロシアは複雑な民族  

構成をもつ国となったのである。これら  

の諸民族は，すべてのロシア人よりも下  

位におかれたのである。そしてツァーリ  

による「近代国家」への移行政策は，革  

命の試練を経験しなかったため，西欧に  

比べても，また日本に比べてさえも，よ  

りロシアの伝統的な要素を異民族に強制  

する結果となったのである。  

∬ ツァリーリズムの中等教育政策の  

基本理念  

1．中等学校綿の拡大とその特徴   

ロシアの政治指導者が変革期を迎えて  

最初に示した反応は，ますます脅威とな  

ってきたロシアの隣国・西ヨーロッパか  

らの競争から伝統的なロシア社会を守護  

割  合  族 【人  口  

43．30  

17．41  

6．17  

4．57  

3．94  

3．18  

2．91  

1．71  

1．41  

1．29  

1．12  

1．12  

1．05  

1．00   

0．87   

0．78   

0．79   

0．66   

0．57   

0．85  
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（1）「キルギス人」は現在のキルギス人とカザーフ人を共  
に含む．  

（引「タタール人」はタタール人、アゼルパイジアン人、   

トルコ人を含む．  

するために，最適であると考える近代的  

制度を採用することあるいは少なくともそれに適応することであった。ツァー リ政府の文官・  

軍人機構の合理化，地主貴族，町民階級にたいする国家管理の強化，農民階級にたいする地主  

の管理強化と並んで教育の国家統制は，ツァーリの主要な関心事であった。   

最初に，統計表を用いて19世紀ロシアの中等教育制度について概観することにしたい。中等  

学校は教育省だけでなく，いろいろな省庁が管轄していた。マリア皇后庁が貴族女学院と女子  

ギムナジアを管轄していた。また，宗務院は神学ゼミナリアとギリシア正教区学校を，大蔵省  

が商業学校を，陸軍省が陸軍幼年学校をそれぞれ管轄していたのである。小論では，教育省外  

の教育機関を直接の分析対象としないので，それらの概況については表3に示しておくだ削こ  

とどめたい。  

19世紀のロシアの人口についてみるならば，1801年，アレキサンダーⅠ世の統治が開始され  

るころ，ロシアでは総人口がわずか3，754万人であったが，農奴解放直後の時期には，1801年  

の2倍の人口，すなわち，7，212万人に増加している。そしてロシアが諸民族の併合を大部分  

完了する時期の1895年には，約3．2倍の人口増加率を示している。わずか100年のうちにロシア  

は非常に多くの人口を持つ国になったわけである。   

中等学校の就学状況についていえば，表4に示す通り，その人口に比較して就学率がきわめ  

て少ない91801年に時人ロ1万人に対して中学生が1入といぅ割合でみっ程？19世担初頭Pシ   
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表3．教育省外管轄の中等学校  〔卸〕  

管轄蓼 学  l学梗表題藷訂  
1905 ‾  

F童話致  1880 字面薮「垂雇廟  1855 字画詠一竜藤薮一  

貴 族 女 学 校  

女 子 ギ ム ナ ジ ア  マリア  皇后庁  

神 学 セ ミ ナリ ア  

ギリシア正数区学校  

19，386  

18，921  

18，500  

13，186  

表4．ロシアの総人口に対する生  表5．教育省管轄中等学校生徒の社会階層別  

徒・学生数  〔30〕  構成（単位％）  〔30〕  

人  口10，000人に対  

人   口  （単位1，000）  する生徒・学生数  憎蓑畜1）男子ギムナジア  中 等  
学 校   
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0．5   
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18．7！ 26．9  

1・3  2）実科・学校  

2．0  1873  

3．5   

5・0   1894  

5
9
5
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3
2
2
 
0
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1
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アには中等学校が3校15）しかなかったのである。しかし，アレキサンダート世16）によって中等  

学校網は拡大されていくのであるが，1825年までには，ギムナジアが60校，生徒数1万4，（X氾  

人，住民1万人当り3．8人と増加した。アレキサンダーⅠ世統治下のギムナジアは4年制で，  

大学への準備教育，それに「立派な人間にとってなくてはならない知識」などを伝授する目的  

をもって，多様な形態の教科プランをもっていたのである。ギムナジアは，身分に関係なく郡  

15）ベテルプルグ，モスクワ，カザソの3ギムナジア．  

16）AlexanderI－1801－1825  

NieholasI－1825－1855  

AlexanderⅡ一一－1855－1881  

AlexanderⅢ－1881－1894   
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立学校を卒業した生徒が無試験で入学することができた。17）   

その結果表5に示す通り1801年には，教育省立ギムナジアの入学者には，商人・市民および  

勤労者・職人階級の入学率が増加したことである。しかし，1815年以降，貴族階級による反動  

期を迎え，再び貴族・官吏以外の階級のギムナジア入学が制限された。そして，アレキサンダ  

ーⅠ世が，ギムナジアを経済の諸要求に近づけようとした試みは中断されたのである。それに  

もかかわらず，ギムナジア数は相対的に増加され，1836年にほ68校，1865年には96校，1875年  

には157校，1890年には207校となり，とりわけ19世紀後半の増設率が高い。1872年の「実科学  

校令」の制定により，いわゆる雑階級の中等学校進学者が加わり，18卯年には実科学校1般校  

をあわせると教育省管轄の学校だけでも309校ユ叫このぼっている。   

中等学校網の拡大と関連して特筆すべき点は，▲まず第1に，1875年以降，雑階級である商人  

・市民，勤労者・職人の中等教育の機会が拡大されたことである。第2に，男子生徒のみなら  

ず，女子の教育機会が拡大されたことである。1894年には，女子ギムナシアおよび準ギムナシ  

アが306校，5万5，866人の子女がそこで学んでいた。第3に，男子ギムナジアが，1881年以降，  

1891年にかけて6校減少していることである。この時期は，アレキサンダーⅢ世の反動的教育  

政策の開始された時期と一致している。第4に，ギムナジアと実科学校の関係でいえば，前者  

の学校網の拡大が緩慢であるのに対して，後者のそれは飛躍的に伸びていることである。   

住民人口に対する中学生の就学率から考察して特徴的な点は，高等教育機関への就学率の増  

加がギムナジアのそれに比例していることである。表4・6によれば大学生の就学率は住民1  

万人に対して0．1人である。これが1890年になっても僅かに1．3人ときわめて低い就学率となっ  

ている。一方の実科学校  

に比較するとそれらは緩  

慢な伸び率である。   

階級別にみた就学率で  

は，アレギサンダート世  

の初期を除いて，ギムナ  

ジアの就学率は一貫して  

貴族・官吏の子弟の就学  

率が高くなっている。そ■  

れらのギムナジア就学率  

を年代をおって考察して  

みると，1801年には33．0  

％であったものが，1833  

年には78．9％と2倍以上  

の就学率を占めている。  

それに対して商人・市  

民，勤労者・職人の就学  

表6・教育省管轄中等教育網の拡大  〔13〕  

ギ ム ナ ジ ア  実 科 学 校   女子ギムナジア  

年 度  
・準ギムナジア  

学校数l生徒数  学校数一生徒数  学校数Ⅰ生徒数   

14，000  
15，475  
20，669  
17，81．7  
26，789  

40，443  
60，800  
52，969  
54，590  
66，819  

71，584  
80，487  
89，966  
91，000  
106，000  

114，000  
128，000  
152，110  

2，033   
9，129  

30，417  
46，791  
55，527  
55，866  
88，753  

107，769  
128，186  
157，444  
184，1モ賂  

215，000  

248，000  
290，000  
323，577  

l
〓
〓
4
1
M
還
1
0
2
1
1
。
m
1
2
1
1
4
1
1
5
。
l
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．
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－
4
5
5
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7
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17）「大学管下学校令」（1軸4）で規定されている．但し，この学校令は，ギムナジア，都立学校，教区学校，その   
他の学校および大学付属の寄宿中等学校に触れているだけで，宗務野管轄下の学斡ツァーリ声軽挙坪，その伸  
の省庁管轄の学校は除外された．  

草8）男子中等学校葬・   
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率が大幅におちこんでいる。しかし19世紀後半になると，貴族・官吏の比率がだんだんおちて  

きて1865年には69．6％，1875年には52．4％，1895年には56．4％とその比率が低下してきてお  

り，ギムナジアを貴族・官吏の占有物にできなくなっているのが特徴である。   

もう一つの特徴は，基本的にギムナジアの就学率で考察した点と共通するのであるが，実科  

学校の就学率は1873年には，貴族・官吏の子弟が優位を占めていたが，1894年には完全に逆転  

現象をおこし，商人・市民，勤労者・職人等の就学率か高くなっていることである。加えて農  

民の子弟も入学率を高めていることである。しかし，農民の場合は，とりわけ貧農は中等教育  

から遠ざけられていた〔30〕。   

最後に教育省の予算について触れておく。  

表7によれば，第1の特徴は，1875年から  

1890年にかけて国家総予算の2％以上をだし  

ていることである。もちろん，この数字は教  

育省管轄の初等学校から大学までの予算であ  

るが，上でみた中等学校網の拡大の事実から  

みて，それにかなりの予算を投入しているこ  

とが推定される。第2の特徴は，1855年の教  

育予算が極端におちこんでいることである。  

この理由はニコラスⅠ世の反動教育政策と関  

連し，教育予算の抑制化政策に起因するもの  

であろう。第3の特徴は，1866年の予算が  

1855年の2．5倍にのびていることである。ア  

レキサンダー丑世によるニコラスⅠ世への教  

育政策の是正の結果によるものである。  

表7．ロシアの国家予算と教育省予算の割合  

（単位1，000ルーブル）  

〔24〕〔13〕   

2．ツァーリズム再絹と農奴主的身分制約数育の強化   

ァレキサンダーⅠ世の教育政策の特徴を要約するならば，それはロシアの教育の西欧化志向  

であった。最初にかれはロシアの教育をつぎのように構想した。農民はギムナジアで教育さ  

れ，また他の高等教育棟関で教育されなければならないとしたのである。そ■のためには，最初  

に農民の子どもたちが両親によって初等教育を与えられることの必要性を説いた。子どもを学  

校に通わせることによって，かれらの人生・生活上の考え方を訓練することの必要性を説いた0  

また，学校は生徒の発達に寄与するように教授法の研究を教育行政官や教師に督励している0   
アレキサンダーⅠ世の西欧化教育政策はほんの短い期間であった。1811年ロシアのギムナジ  

アは古典語偏重の道を辿り，1813年にはギムナジアに対する農民階層の子弟の入学を教育大臣  

の許可制とした。1817年10月24日，国民教育省と宗務院の合併で，宗務・国民教育省を設立  

し，教育政策の大黒柱に神聖同盟の思想とキリスト教義を据えた。1819年，合併した宗務・国  

民教育省の新しい大臣にア・エヌ・ゴリツインが就任した。かれはギムナジアの教育課程に教  

義問答書・宗旨問答書，聖書講続・倫理・公民科など以前には，全く見られなかった科目を設  

定した。教科課程改訂のねらいは，つぎの3点にあり，（1）教会にたいする忠誠な息子を育成す  

る。（2）ツァーリに関する皇族の歴史を教育する。（3）大ロシア人としての有用な市民の育成に奉  

仕することを強化したいためであった。   

ニコラスⅠ世（1825－1855）はロシアの教育制度全体を反動的な方向に再編成した。1825年の   
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デカプリストの乱に象徴されるようにニコラスⅠ世の帝位継承時の社会情勢は，ツァーリ政府  

とインテリゲンチャとの間に乳轢が生まれ政府に重大な影響を与えた。進歩的な貴族は，政府へ  

の協力を拒否し，その統制に対して抵抗を示した。デカプリストの乱を導火線とするその後のロ  

シアのインテリゲンチャの思想と行動はニコラスⅠ世に大きな衝撃を与えずにはおかなかった○   

ニコラスⅠ世ほ，1826年5月14日の法令によって「学校組織委員会」を設立し，それにロシ  

アの学校制度について検討させ改訂を企てる役割を与えた。国民教育大臣にはア・エス●シシ  

コフ（1824－182幼が就任した。かれは熱烈な愛国主義者としてその名も高く，ツァーリズムの  

信奉者でもあった。かれは，大臣に就任した年の1834年，アレキサンダーⅠ世に教育再編にか  

かわる計画案なるものをおくっている。とりわけ，ギムナジアに関するかれの見解は，それが  

未来の職業に照らして整備されるべきであるという，いわばギムナジアの身分制の強化と国民  

教育の普及を制約する方針を建議している。1824年9月，かれは演説の申でつぎのようにのべ  

ている。「読み書きについて全国民に教育を普及させることは，利益をもたらすことよりも，  

はるかに害悪をうながすであろう」〔13〕，〔30〕。しかし，シシコフはアレキサンダーⅠ世の存  

命中には彼の政策なるものを発展させることができず，ニコラスⅠ世統治下に設立された「学  

校組織委員会」によってはじめて実現されることになる。   

この委員会の構成メン㌧べ－は，ツァーリズムの信奉者で古典主義教育の擁護者と自由主義者  

に色分けできる。そ・こで教育制度改革をめぐって激しい論戦が交わされ，反動的頭目として名  

高い，ランバート伯は委員会でつぎのように見解を表明している。「異った社会階層に属して  

いる子どもたちを一緒に教育させてはならない。モラルの貿を考慮して，そのような『混在』  

をがまんしてはならない。そ・れ故，貴族の教育は完全に区別されなければならないし，また，  

他の階層の教育から分離して実施されるべきである」〔13〕，〔30〕としている。これに対して，  

自由主義の立場をとる代表者のひとり，リーベン伯はつぎのような見解を主張する。「教区学  

校は農民・職人のために開設し，郡立学校は商人・市民のために準備し，ギムナジアは貴族・  

官吏のために開設すべきである。」〔13〕，〔3呵 という見解がだされた。  

1828年12月8日の学校法は，結局上で見た2つの意見に代表される教育要求の折衷案が採用  

された。しかし，ラン㌧べ－ト伯の見解に傾斜した形での折衷案であった。   

アレキサンダーⅠ世の手によって作成された1804年学校迭はフランス，ポーランドの影響を  

受けて企案されたものであった。しかし，1828年学校法は，1804年学校法と性格が正反対であ  

り，ドイツとくにプロシアの法令・制度に範を求めている。そ・の範はW．フンボルトのプロシ  

アではなく，フレデリック大王の古いプロシアに範をとったものであった。前者はフランス革  

命の影響を受けて成ったもので，当時の文部大臣はW．フンボルトであった。かれはそこで学  

校制度の民主的体系の構想を実現された。後者は古いプロシヤの教育制度であり，J．G．フィ  

プチのような哲学者たちによって批判されてきたばかりでなく，政府役人たちにさえ批判され  

てきた法典でもあった。ニコラスⅠ世ほ，プロシアの廃物になった接典19）を拾いあげたのであ  

る。そ－して1828年学校法は身分制的教育理念を明確に規定している。20）  

19）フレデリック大王の制定した“Gβ瑠grαトエα叩か5cゐ捗卜点呼Jα刑β乃f”（1763．8．12），“点ggJα桝β邦書”（1765   

11．3）および“AJなg桝β∫乃βエα瑠dγαC朗”（1794）を1828年法令は骨子に据えている・  

20）1828学校法によってギムナジアは7年制の厳密に身分制的な学校と定められ，専制政治・ギリシア正教・国民性   
という反動的イデオPギーが，その基礎笹すえられ，学校も貴族・官吏の子弟は里全王立ヱ，雑階級は堅塁撃墜な   

どに入学させるよう，学校体系を分断した．   
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表9．1828年改訂のギムナジア教科課程とドイツの中学校教科課程の比較  〔30〕  

・；ト 2936 2936：1236、竺‥ヱ3、‥、：竺33 ココ：13 3ヰ 3：i22いn－  

（1）ドイツの場合は、母国語であるドイツ語  

（2）D：ドイツの中学校 R：ロシアのギムナジア   

第1条「あらゆる学校の一般目標は，道徳教育を授けることであり，また，生徒の身分に応  

じて，それぞれがもっとも必要とする知識を習得させる観点から青年を教育すること。」  

「また教区学校は下層階級の人々のために開設する。」   

第46条「郡立学校はすべての階級にその門戸を開くものとする。とくに商人・市民・町民の  

ために開設する。」   

第137条「ギムナジア開設の主要な目的は，貴族・官吏の子弟のために穏当な教育を授ける  

ものとする」〔13〕。   

この学校法が制定される前の18㌘年8月19日の布告によれば，農民にギムナジア一大学に入   
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学することを禁止し，そればかりか貴族・官吏以外はギムナジアに入学することを困難にして  

いる〔30〕。この点は，ブルジョア民主々義革命の洗礼をうけたフランス，ポーランドの法典  

に習った18鵬年学校法と古いプロシアの教育制度に習ったそれとは全く異なるものであり，ツ  

ァーリズムの教育の反動化政策を象徴的に示しているといえよう。   

教育大臣エス・エス・ユバロフ（1833－1849）によれば「貴族青年は成長する世代の最高  

の華である。すでに誕生したその日から，国家の最も重要な地位を占める運命にある。貴族  

青年は可能な限り独自の教育がなされなければならない」〔10〕，〔13〕とのべている。ユバロ  

フのこれらの考え方は，かれが教育大臣に就任して以来10年間（1833－1843）にわたって強力  

に推進したのである。1828年学校法は，貴族・官吏にとってもうーつの特権を付与したことで  

ある。それらはギムナジアの寄宿舎入舎の資格と年金受給の特典であった。エバロフはこれ  

らの教育政策を強力に実施した。1828年学校令には，寄宿舎に関する特別条項か定められてい  

る。   

第239条「貴族・官吏の子弟を穏当に教育するためには，多大な学費を必要とする。よって  

ギムナジアに特別の寄宿舎を設備すること」（1828年学校法）〔13〕，〔30〕。   

貴族・官吏の生徒はギムナジアに隣接した寄宿舎で，いわゆる特権階級の出身者は特別の環  

境で教育されたのである。授業が終わって一日の休息をする場合，学校と分離した特別の環境  

で生徒たちの生活が準備された。このような寄宿舎づきのギムナジアほ4校21）あった。ギムナ  

ジアの生徒にほ制服を着用させ，かれらの特権意識をかりたてたのである。   

さらに，ギムナジアの生徒に与えられた特権は大学入学に関する卒業年限短縮の措置であっ  

た。ギムナジアは7年制であるが，この4校のギムナジアに在学する貴族青年は他の階級の青  

年より一年早く大学に入学することができた。しかも，かれらは十分な学力を備えていなくと  

も入学が許可されたのである。このような貴族・官吏の子弟が入学するギムナジアは，ニコラ  

スⅠ世統治末の1855年には47校設置されていた〔13〕，〔30〕。なお，これらの寄宿舎の修理は，  

各地方の貴族の手によっておこなわれ，貴族の地位に応じて畏民を供出し，農民によってそれ  

らの寄宿舎が修理されていた。   

農民の子をまずギムナジアからしめだすことに成功したエバロフは，今度は商人・市民・町  

人など，いわゆる雑階級をギムナジアからしめだす政策にとりかかったのである。その具体的  

政策が，1845年6月11日，エバロフによるギムナジアの授業料値上げ提案であった。これは雑  

階級からギムナジアに入学させることを経済的に困難にさせる手段であった。商工業の発達に  

つれて次第に力をつけてきた商人・職人のギムナジアに対する高い関心をなんとか低めようと  

するツァーリズムの代弁者・ユバロフの苦肉の策でもあった。そして，1845年6月14日，エバ  

pフは特権階級以外の子弟をギムナジアに志望させないようにとの布告をだしたのである。  

まず，授業料はアレキサンダーⅠ世およびニコラスⅠ世統治の前半に授業料を大幅に値上げ  

したのである。そ・れ以前には地域差もあったが約5ルーブルであった。改訂によって卸ル  

ーブルとしたのである。さらにエバロフは商人・職人にたいしてギムナジアの入学を事実上  

禁止することを宣言するのである。の子弟かれはギムナジアを貴族・官吏甲子弟の教育のた  

めの場所とするために商人・職人を許可なしに入学させてはならないというもので，豪商  

21）モスクワ・ギムナジア，セントベテルプルク・第lギムナジア，ビルナ・ギムナジア，キエフ・第1ギムナジア  

など．   
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の子弟は入学を許されたが，雑階級の多数の子弟は，経済的措置もさることながらギムナジア  

入学資格制限の布告によってしめだされることになった。そ・こで，商人・職人など雑階級の子  

弟ほ大学に進学できない制度になっている郡立学校に入学させねばならなかった。ニコラスⅠ  

世統治下の47校のギムナジアにおける貴族出身の官立ギムナジア寄宿舎生22）ほ総計7鮒人であ  

った。  

1849年3月n日改訂の学校法はギムナジアの教育課程改訂に重点がおかれた。すなわち，ラ  

表10．柑49年改訂ギムナジア教科課程  〔30〕  
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書   写  

図  画  （1兄随意科目）  

＜第1コース＞   

ラテ ン語 －  －  －   5  5  5  5  20  

ギリシア語  随意科目－ （2悠）（2侵）（2与ろ）（2宛）10  

ラテン語コース  

十20時間  

＜第2コース＞  

ロシ ア語 －  －   plus 2％  

数   学  plus 2シ≦  

法   律 －  －  －  －   5  5  

実科コース  

十20時間  5  15  

30  30  27シ妄 27抜 27妬 27抜200 11舛 随意   

テン語・ギリシア語を必修とする古典語課程とギリシア語の代りにフランス語・数学を必修と  

する準古典語課程の専攻課程が設置されたことである。しかしこの専攻課程に不満を示した大  

蔵大臣は，商業目的を達成するために古典語を除き，ギムナジアに現代語課程を設置するよう  

提案した。かれの掟案にしたがって，18刃年3月29日，古典語を除いた第3のギムナジアがモ  

スクワに開設された。そしてこれに近い性格を備えた新たなギムナジア23）が，その後，各地に  

開設された。これらの学校ほ1849年まで存続したのである。なお，前二者の課程に関していう  

ならば，改訂の主要な目的は実用的目的に加えて，多分に政治的な目的があった。政府はギム  

ナジアの生徒の大学への流入を阻止し，同時に実用的目的に資するための教育機関をつくろう  

とするものであった。表10は二つの課程の教科課程である。   

この教科プランでは，第3学年までは共通の科目が課せられていて，第4学年以上の教科プ  

22）ペソザ，アストラカーソ，′チーム，キエフ・各20名＝糾名，シュマーカー25名，コし－－フア，オPネッ各30名計60   
名，ベテルブルグ40名，クタイヌ60名，ビルナ60名，ティフリス65名，エカラリノダール70名，スタフロポール92   

名，その他34寄宿舎各7名計238名．  

23）たとえば，r〟ね，Ⅵわ∽．肋得点，戯g（Z，助〝ゐ などに開設されている．   
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ランでは各課程の専攻分野で履習されるべき教科が用意されており，いわば生徒の専攻分野に  

応じて選択履習することになっていた。上の教科課程で特徴的なことは，ラテン語専攻課程で  

さえ，ラテン語の教授時間が大幅に削減されたことである。   

ラテン語課程は貴族・官吏が入学するコースであり，現代語課程は農民を除くすべての市民  

・町民の子弟のために準備されたコースである。表10でいえば，第Ⅰ課程だけが大学進学のコ  

ースであり，現代語課程在学の生徒は除外されたのである。政府は中等学校を複線化すること  

によって身分・階層にみあった教育要求をみたすことができると考えた。中等教育の拡大によ  

って大学進学資格を支配階級である貴族・官吏の特権にしたのである。  

3．中等学校の近代化と複線型学校体系   

ロシアの進歩的インテリゲンチャは，ニコラスⅠ世の教育政策に反対したのに対して，農奴  

主的貴族は積極的にツァーリのそれを支持し，擁護していったのである。しかしニコラスⅠ世  

にとって，ロシアの大多数の国民の反対の声が耳に入らなかった。なぜならば，かれは厳しい  

警察的検閲制度を設けて，国民の不満の声を圧殺したからである。   

さて，クリミア戦争におけるロシア軍の敗北に続いて，1861年2月19日の農奴解因まロシア  

近代史のあけぼのとなった。農奴制の廃止によって，教育制度，司法制度，軍隊の改革と自治  

体の権利拡大・ゼムストヴオにおける選挙の自主管理などが国家の機構改革の焦点としてあげ  

られる。これらの改革は教育の民主化の道をわずかながら前進させる結果となった。この改革  

は農奴主的思想の自由主義思想への大幅な譲歩を意味していた。しかし自由主義への譲歩はそ  

う長く続かず，ふたたび貴族が支配権をにぎり，国家を農奴主的特権階級が統指するという観  

念が台頭していくのである。   

アレキサンダーⅡ直による初期の教育政策にみられる特徴は，三コラスⅠ世によって断行さ  

れた教育の反動体制による多くの制限を廃止するために，全教育体系の再編方法を検討したこ  

とにある。大きな改革の目玉は，大学生の身分的制限（1885．11．23）を撤廃し，私立学校の制  

限の撤廃（1857．1．17）などを改革の旗印として，学校を全体として自由主義的な方向へ再編し  

ようとする試みが見られることである。   

ロシアの学校はほとんどが男子で占められていたけれど，全人口の2分の1は女子であ  

り，したがって女学校を都市と農村に建設する必要性が強調され，ここでニコラスⅠ世の  

教育政策は批判されたのである。そこで18馳年5月30日，女学校令が新たに公布されるに至っ  

た。その年ぺテルプルグに7年制の女学校が開設された。この女学校はすべての階級の子  

女に門戸を開いたわけだが，その背景にはカ・デ・ウシンスキーの影響が多大であった  

〔19〕，〔30〕。   

さて，これら一連の改革を考察する場合，ロシアの著名な官吏・エヌ・アイ・ピロゴフの教  

育政策に触れずして，その歴史を語ることはできない。かれは官吏であり，また有能な科学者  

でもあった。ピロゴフの有名な論文『人生の諸問題』（1856）ではつぎのようにのべ，それは  

アレキサンダーⅡ世の教育改革にたいして大きな影響を与えた。   

「キリスト教的道徳は人生の功利的目的を伴った闘争であり，教育の究極の目標はこの不平  

等な闘いに勝利するための能力とエネルギー を子どもたちに付与するために教育されるべきで  

ある。」「多分，子どもは生まれたときから，かれらの未来の職業を決定する権利を・もってはい  

ない。そ・れ故，すべての子どもたちは一定の年令に到達したならば，かれらの能力・性向が明  

らかに決定される時期に達するまで，かれらに身分差別のない同一のモラルと科学的教育をあ   
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たえなければならない」〔10〕，〔卸〕と，ピロゴフはのべている。   

ピロゴフは初代オデッサ地区（18弱－1858）の監督官として勤務し，その律キエフ地区（1858  

－1郎1）の監督官として勤務した。この短かい在任期間にもかかわらず，かれは西南地方に新  

らしい教育思想を導入したのである。たとえば，1859年ロシアで最初の成人日曜学校を開設  

し，その後この種の学校は他の地区にも及び社会教育の先鞭となった。さらに1862年，かれは  

2巻にわたる教育学論文を公刊している。これらの論文の一つに『学校と生活』がある。これ  

はかれの学校体系の理念をのべたものであるが，そこではつぎのようにのべられている。「社  

会における教育の理想的状態は，すべての人々にとっていかなる差別もなく，同じ状態で生活  

ができ，大学教育の道を閉ざすことがあってはならない。」〔30〕。この表現にかれの教育理  

念がにじみでており，民主的学校制度の構想が示されているといえよう。今日，わが国ではウ  

シンスキーは広く知られているが，じつはこのピロゴフの後継者が，他ならぬウシンスキーで  

あるといわれている。   

新しい学校法は新思潮に貫ぬかれたものであり，自由主義的な理念を前掟として作成され  

た。まず，ニコラスⅠ世が法令制定を非公開でおこなったのにたいし，アレキサンダーⅡ世  

は，法案の検討を公開し，各界の意見を求め決定した。もっともそれは最初の時期に限られた  

のだが，歴代のツァーリの中では，画期的な政策であったといえよう。   

第1次プロジェクトは，1860年，教育大臣エ・ぺ－・コバレフスキー（1858－1860）の下で  

作成された。かれは専門家や関係機関にたいし意見を求めている。1861年には新しい教育大臣  

にア・ウニ・ゴロフニン（1861－18餌）が任命され，かれは1862年の新しい構想の中に前任者  

の教育大臣の構想を踏襲した。かれは再びイギリス，ドイツ，フランス，ベルギー，スイスな  

どから専門家を招き，同時にロシアの専門家をも含めてプロジェクトの作成に関する諮問機関  

をつくっている。そして学校制度全般にわたって専門家からの答申を受lナたが，それを全7巻  

にわたる報告書としてまとめている。  

1銘0年，教育省の学校制度改革の方向は西欧の学校教育体系に範をとり，自由主義的な改革  

方針がとられる。すなわち，すべての階級に共通した学校体系の確立と高等教育棟閑への門戸  

を拡大するという視点がとられる。   

当時，Pシナのインテリゲンチャの教育改革に関する意見の中で顕著なものは，チェルヌイ  

シュフスキーの農奴制的教育批判であり，古典語教育における教科書の無原則性，非体系性，  

近代ヨーロッパ語の教科設定の論拠などについて具体的に提案された。また，ウシンスキーか  

らは「師範学校案」が提案され，農民青年から数十万の教師を養成することの必要性について  

提案されている。さらにピロゴフは，準中学校制の拡大と，学校体系の単線化を提唱した。  

1862年プロジェクトは，1864年の学校接よりはるかに近代的であり，それはつぎのように教育  

の理念・目的をもっていた。   

第1条「教育は国家の土台であり，国家の福祉の土台である。そ・れ故に教育の利益をま，性別，  

門地の違いにかかわらず，すべての人々に享受されなければならない」〔13〕  

1862年のプロジェクトの第2条では「初等・中等学校がつぎの3つの階梯から構成されるべ  

きである」という制度上の問題が提起されている。すなわち2年制の小学校（7－9才），4  

年制の準ギムナジア24）（9－13才），および4年別のギムナジア（13－17才）がそれである。  

24）女子学校をここでは分析の対象から除外した．   
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そのためには郡立学校ほ準ギムナジアに統  

合してしまうという構想をうちだしてい  

る25）。これらの3階梯の学校は完全な課程  

をもち，かつ緊密に結合し，同じ教育階梯  

の三つの階段として考えられた。ここに従 

来までの教育政策にみられた，つながりの  

ない学校階梯に大きな修正を加えようとす  

る意図がうかがわれる。   

つぎに重要な改革案は，教育委員会制度  

の確立にある。学校があるあらゆる地域に  

教育委員会を設置して，各学校を総合的に  

管理，運営できるようにし，そこに学校行  

政をおこなう官吏を配置するようにしたこ  

とである。ノJ、学校の設立に関しては自治体  

や個人に権能を移譲し，教員養成に関して  

は，国がそれを分担することとしている。  

学校設置に関しては，国および特定個人の  

いずれでも設置できるものとしている。また，  

表11．ギムナジア・準ギムナジアの教科課程〔30〕  

準ギムナジアは，ギムナジアへの一段階として  

位置づけ，履習課程を人文コースと実科コースの二つに分けた。両コースは大学進学の対等な  

条件が与えられている。あらゆる学校で体罰が禁止された。また，ギムナジアと密ギムナジア  

の時間割はつぎのように定められた。  

表12．ギムナジアの教科課程（1864）  〔30〕  

毎時1喜時間  
G ギリシア語・ラテソ語必須のギムナジア  
L ラテソ語必須のギムナジア  
R 実科ギムナジア  

古典ギムナジア  

25）ビゴpフの意見にしたがったものである．   
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この教科課程も地方の特殊性，住民の要求に応じられるようにするために，教科の時間配  

当，その他の細かい教育課程の運営に関しては，各学校の教育会議にまかせられた。また生徒  

の制月酌ま，かれらに官僚的気風をつくりだし，個性を抑圧するものとして廃止されたのであ  

る。以上のような観点からすれば当然なことであるが，教育省は「農奴」による寄宿舎の修理  

が，貴族・地主の利益擁護のなにものでもないことをあげ，その不公正さを「制限」されるべ  

きであるとの見解を示している。   

教育省は1862年の学校法作成を終えその主旨を説明する解説書26）の中でつぎのようにのべて  

いる。「教育の目的は人間を育てるのであって専門家を育てるのではない」とのべ，その目的  

を数点にわたって具体化している。すなわち，（1）すべての学校ではヒーマニズムの精神をもっ  

て教育を施さねばならない。（2）すべての学校を教育省が管轄し，一本化した管理が必要であ  

る。（3）教師養成は特別の考慮が必要である。（4）すべての学校の教育会議の率先性と自由を保障  

すること〔測〕，〔㍊〕という，いわば従来の特権階級に有利な法令内容に制限を加え，学校の  

身分性的性格を「段とゆるめる方向をこの学校法はとっていた。   

しかし，当時のツァーリ体制においてこうした学校制度の理念が簡単に実施される状況にほ  

なかった。この学校法案は保守派一反動派によって批判されるに至ったのである。   

まっさきに宗務院は小学校を教育省管轄にすることに反対し，自由主義的発想に傾いた教育  

省に激しい批判を浴びせた。こうした状況下にあって1862年1月18日の布告で，アレキサンダ  

ーⅡ世は，教育行政における二重性批准したのである。   

実際に諸法令ほつぎの暇序で公布された。すなわち，1863年6月18日に「大学令」が，1864  

年7月14日に「初等学校令」が，1864年11月19Elに「準ギムナジアおよびギムナジア令」が世  

に出たのである。これら学校津の性格は当初志向した一本の完全な学校漆の体系となったので  

はなく，学校法をめぐる激烈な対立を反映して，結局，単独の捷令としてだされたのであっ  

た。いわゆる保守一反動派と進歩派の妥協の産物であった。「初等学校令」（1864・7・14）  

はその性格を見事に反映している。「第1条一初等教育の目的ほ，国民の問に宗教と道徳観念  

を強化することであり，また有用な基礎知識を身につけさせることである。夢2条－この法令  

は，あらゆる省庁の管轄する初等教育に適用し，制度の単一イヒを達成する意味をもつ。また，  

ければならない。27）」。   すべての学校は教授の手段としてロシア  

この学校法の規定をみる限りでもわかるように，接案の進歩性は大幅に後退し，学校の農奴  

主的性格を頑迷に保持しようとする特権階級の勢力の強さをうかがわせるものである。このよ  

うな性格規定は同じく，「準ギムナジア令」および「ギムナジア令」にもみられる。   

準ギムナジア令とギムナジア令が別口に公布された。それはギムナジア令をあらゆる小学校  

と均等に接続するようにしないためである。準ギムナジアの方ほ各省庁管轄のノj、学校と接続す  

るように企てられたが，ギムナジアの方は教育省管轄の中等教育として別口に存在し，大学進  

学の学校とし扱うような仕組みにしたのである。ギム≠ジア令はその目的をつぎのように規定  

している。   

「第1粂－ギムナジアの目的は，成長する世代の一般教養を与えることと同時に生徒の大学  

進学に備えるために設けられる。」〔13〕  

26）教育省の普通教育施設法案解説（1862）および普通教育施設法案および国民学校建設－・般計画案に関する覚考   

（1862）．  

茅7）革育轡ま・母語を鱒相するよう韓奏したが！下線鱒ほS墾？9？u弊ilが挿入したのキであや了   
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準ギムナジアとギムナジアは，古典コースと実科コースに分けられた。前者は4年制，後者  

は7年制である。ギムナジアは最初に1学年から7学年まで教育するシステムをとったために  

準ギムナジアからのギムナジアヘの進学希望者は事実上門戸が閉された。一方では，中等学校  

が国，自治休，個人のいずれによっても設立することができる仕組みとされたが，自治体，個  

人の設立した教育機関の校長・理事者は政府が任命し，教科課程は官立学校のそれに準ずるも  

のでなければならなかった。その意味では，政府が人事権と教育課程編成権を掌握し，完全に  

中央集権化を意図したわけである。ただし準ギムナジアおよびギムナジアは，生徒の宗教上，  

門地の差にかかわらず，すべての階級の子弟を教育することに改められたが，それはアレキサ  

ンダー∬世が統治する初期に限られた。例外なく学校における教科課程編成の裁量権も同様で  

あった。   

大学進学の権利が与えられた生徒は，古典語コースを履習した者だ削こ限られた。そして実  

科コースを履習した生徒には大学の門戸を閉ざし，ただ専門学校に進学できる道を開いたので  

ある。寄宿舎は準ギムナジアとギムナジアの4学年までの生徒のために開設され，そこには「す  

べての階級」の子弟が入会できるように制度を改革した。しかし，すべての階級の意味するも  

のは，農民層をも含めたものではなく，ブルジョアジーの子弟の意味であり，1864年改革は，  

ブルジョアジーの教育要求がとり入れられたことに他ならない。さらに，古典ギムナジアの生  

徒の特権は依然として変わらず，下層階級には無線の改革に終わった。   

4．ギムナジ7の古典語偏重上教育の反動化   

新ギムナジア令の特徴は，不完全ながら学校体系の単線化への志向をみせた1鮎4年学校捷を  

また複線学校休系にもどし，ギムナジアを古典教科中心，大学進学校となし，実科コースをギ  

ムナジアから分離したことである。これによってギムナジアの特権的性格を回復し貴族・官吏  

の独占物としてそれを位置づけたのである。さらに各学校に認められていた教育会議の教育課  

程の自主的運用権を禁止し，教師の教習する自由を大幅に制限し，教育の中央集権化を一層お  

しすすめる結果となった。   

もう一つ特筆すべき改革は，ギムナジアに「準備学級」を設置し，ギムナジアの教育体系の  

充実を図ったことである。これはツァーリズムの保身に一層工夫を加え，ギムナジアにおける  

教育，ツァーリズム教育の完璧を期する意図がうかがわれる。新教科プランほ表13に示す通り  

である。  

1871年の学校故によるギムナジアの教科課程と1864年のそれを比較すると，二古典語必須  

のギムナジアも，－古典必須のギムナジアもともに古典語が増加している。まず，前者につい  

て考察すると，ラテン語＋15時間（以下「時間」省略），ギリシア語＋12，数学＋4，地理＋  

2，歴史－2，宗教一1，製図－8となっており，古典語の時間数が＋27となっている。それ  

にわずかながら数学，地理の時間数が増加したばかりである。他方，後者について考察するな  

らば，ラテン語＋10，ロシア語＋4，数学＋4，地理＋2，フランス語＋8，ドイツ語＋5，宗  

教－1，歴史－1，製図－8となっている。この教育課程に共通していえることは，古典語に  

割く時間が増加され，現代語の時間数も増加され，ギムナジアが言語中心の教科課程編成にな  

ったことである。   

古典教科・言語偏重に加えてもう一つの特徴は教育課程の国家統制であった。1紡4年学校法  

では，現実にどう運用されたかについては別として，教育会議が，各学校・学年における時間  

配当，教科課程の弾力的運用の裁量権をもっていたが，新学校法は，教師の裁量権を剥奪し，   
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G：ギリシア誇・ラテン語必須のギムナジア  

L：ラテン語必須のギムナジア  

ギムナジアの各学年の過時間数もそれによって厳密に規定し，教育省の権限を教育内容・方法  

に至るまで浸透させたのである。また，教科書は国定教科書が厳密に定められ，教師はその中  

から選択せざるをえなかった。教育会議制の廃止に多くの教師の反対もあったが，教育大臣デ  

・ア・トルストイ（1866－18釦）は，頑固にそれをしりぞけたのである。古典ギムナジアの特  

権を法制化することによって，そこに学ぶ生徒だ桝こ大学入学資格を与え，実科的教育を一段  

と低いものとみなした。これによってギムナジアは古典語学校に移行し，ギリシア語がギムナ  

ジアの中心教科として息を吹きかえしたのである。   

すでにのべたように，ギムナジアから分離された実科ギムナジアは，1872年5月15臥  

実科学校令が公布され「実科学校」と呼称されるようになった。この学校法は古典ギムナ  

ジア令に一年遅れて公布された。1864年学校法では事実上性格の異なるギタナジアを一つ  

の法令で規定し，内実のともなわないみせかけの法令は多方面に波紋を呼びおこし，論議の  

的となった。この改革は法令の間違いではないかとさえ一般に考えられるほどのものであっ  

た。   

古典ギムナジア・実科ギムナジア（18別法令）－－これら2つのタイプの学校は，どちらも  

同じ一般教育が与えられていた。したがって当然にも大学は2つのタイプのコースの生徒をう  

け入れるべきであった。こう考えると，実科ギムナジアは本当の意味での「ギムナジア」でほ  

なく，独自の法令できめられるべき性格の学校であり，それに応じた異なる名称がつけられな  

ければならなかった。－このような見解が政府内部および議会筋から起ってきた。そ■こでト  

ルストイは，ヨーロッパの大学の基準等を参考にしながら，たくみに反対論者の見解をかわ  

し，若干の譲歩に踏みきっている。  

1864年のギムナジア令が実施に移された時以来，ツァーリ政府はすでにギムナジアの再編成  

を春図していた9すなわち～ニ古典語必須の草本ナジアを4分のま，実科ギAナジアを4分の   
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1，－古典語必須のギムナジアを2分の1にしようとした。この法令改訂を機会に既存の古典  

ギムナジアを15校を実科学校に移行しようとする計画をもっていた。しかし，各地方の委員会  

でそれらの情報を手に入れると実科ギムナジ7の生徒ほ大学に入学することをはばまれていた  

ので，実科ギムナジアの生徒は実科学校に移管するかわりに古典ギムナジアに移管するよう教  

育大臣に欺観音を提出した。レレストイが実科学校令を公布した時，僅かに5校のギムナジア  

が実科学校に移管されただけにとどまり，あとは古典ギムナジアとして残された。   

最初の4∵年間叱トルストイほ，50の新実科学校を設立した。かれの計画によれば，6唾類の  

異なる実科学校を設立しようとしていた。すなわち，（1）商業，¢）機械，（3）化学，（4）鉱山（5）農  

業，（6）綜合技術的農業の分野における実科学校である。しかしこれらの専門分野別構想は修正  

され，最初の4年間は法令にしたがい，一般的な教育課程で出発した。第5－6学年では教養  

部門と商業部門とがあり，第7学年には3つの部門，すなわち教養部門，機械部門，化学部門  

があった。これらの学校の卒業生は大学を除いた高等専門学校に入学することができた。つぎ  

の表は新しい実科学校の教科課程である。  

表材．実科学校教科課程（1872）  〔30〕  

18鋸年学校法の実科ギムナジアの教科プランと比較すると，これは教科の時間配当につぎの  

ような差異がみられる。宗教＋1時間（以下「時間」省略），ロシア語＋1，外国語－Ⅰ，地  

理＋2，歴史一2，製図・エッチング・書写＋21，数学＋6，自然科学・化学－10，物理－2，  

機械＋4となっている。この教科課程の特徴は技能的な教科時間数が増加し自然科学・化学・  

物理の時間数が減少したことである。1872年学校令による実科学校は従来の実科ギムナジアが  

備えていた一般教育関係の教科を大幅に減らし，技能的■職人的教育内容に改悪したことであ  

る。いわゆる，すぐに役立たなくなる「技能員養成所」の色彩を漉くしたのであ、る。  

トルストイは古典語の教授が大学に入学するための唯一の道であるとしているのは明らかに  

間浸いであり，中等教育の実科約傾向がその教育的価値を少しち減じ争∈とにはならないし，   
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むしろ学校をより実生活に結びつける役割を担う積極的な意義を持っていた。かれの教育行政  

は再び特権階級を擁護し，古典ギムナジア一大学という独自の体系を固定化し，それらを特権  

階級の道具としたのである。  

5．ツァーリへの忠誠と階級的秩序の強制および雑階級の台頭   

アレキサンダーⅢ世（1881－1894）の時代になると教育の反動化は一層強化されていった0  

まず，かつての教育大臣，エス・エス・ユバロフがとった「専制・正教・国民性」なる暗国の  

教育指針が，アレキサンダーⅢ世によって，再度採用されたことにも，その反動化ぶりが如実  

に示されている。国民教育の主導権が教育省から宗務院に移され，宗務院検事総長ロべトノス  

トセフは，ツァーリ政府の実権を掌握するようになったのである。   

さて，中等教育政策の上で，かれの反動化はどんな形であらわれたのであろうか。第1の特  

徴は，ギムナジアの生徒数を削減する政策である。アレキサンダーⅢ世は機会あるごと、にギム  

ナジアの生徒数・学校数を制限すべきであることを提唱し続けていた。教育大臣テ・ディ・デ  

リアノブ（1お2－1卵7）は，ギムナジアを廃止，または実科学校へ移管するというような方策  

をとらず，ギムナジアの「準備学級」を閉鎖するという政策をとった。デリアノフは，1887年  

4月11日の法令ですべての準備学級を閉鎖した。そ・の学級に在学する生徒の3分の1は，農民  

や労働者の子弟であり，これらを締めだすことによって初期の目的を達成しようとしたのであ  

る。   

もともと「準備学級」は，ギムナジアに入学する前，十分な家庭教育を受ける条件が整わな  

い階級の子弟のために開設されたものであった。貴族・官吏・名望ある市民（ブルジョアジ  

ー）は家庭でかなりの年令に達するまで子弟を教育し，ギムナジアの1学年または2学年に自  

分の子弟を入学させたのである。この面からすると，明らかに下層階級の中等教育の機会剥奪  

の政策であった。   

準備学級の閉鎖と同時に重要な政策上の特徴は相次いで出された2つの迭令である。「下  

衆な職業であるものの子弟を中等学校へ入学させるべきでない」という決定である。第1に  

は，1887年6月5日のデリアノフの回章として悪名高い「料理人子弟に関する回章」である0  

この内容は，駁者，料理人，給仕，炊婦，小売商人，またはそれに近い職業にいる階層の子弟  

は中等学校入学資格を「抑制」（事実上は剥奪）するよう各学校長に対し秘密裡に指示されて  

いた。第2には，ユダヤ人の中等学校入学制限に関する法令である。すなわち，中等学校およ  

び高等専門学校・大学におけるユダヤ人生徒・学生数は，ユダヤ地域（JewishPale）におい  

て10％を越えてはならないとされた。また，モスクワ，ぺテルベルグでは3％を越えてはなら  

ないとされ，その他の地方では5％を越えてほならないという，身分制に加えて民族差別を中  

等教育政策に公然と採用されたのである。これらの差別政策は明らかに中等教育の民主化を抑  

えるものであった。この政策の結果，貴族出身の生徒数はわずか数年問のうちに48％から56％  

に増加したのにたいして，下層階級出身の子弟のギムナジア就学率が著しく減少したことであ  

る。デリアノフは実科学校を5年制の職業学校に改訂しようと試みていた。そ・れというのも中  

等学校の生徒数の急増化傾向によって，教育された低階級の増加をおそれたからである。デリ  

アノフはロシアでは「専門家の卵」を作りすぎているとして，まず，中等教育の門戸を閉じた  

ことと，教育内容をスコラ的な方向にむけていったことである。つまり，実科学校にたいして  

は，実際的な作業を通して国家や地域社会に奉仕するとの目的で道徳教育が重視したのであ  

争9郡樺校の半職業的性格は一頃教育を陛下させ，完全な専門家（技師または芦業豪）を輩担   
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できなかった。  

1888年6月9日，実科学校改革によって，校械科と化学科が廃止された。実科学校は普通教  
育の学校となった。ここでは古典語はなかった。数学・物理はギムナジアよりも広く教授さ  

れ，自然科学の講義がおこなわれていた。ギムナジアでは1つの現代語が必修になりむしろ，  

実科学校は進歩的階層の共感を受けるようになった。しかし，実科学校の卒業者は，大学へ進  

学する権利を依然として剥奪されており，かれらほ高等技術専門学校と農業専門学校にだ桝こ  

入学が許された。このように，1888年の改革以後も，実科学校は依然として不完全な中等教育  

棟関であった。   

実科学校の改訂された教科課程はつぎの通りである。1872年法令による教科プランと比較す  

ると，つぎのような教科の時間配当に増減がみられることである。すなわち，宗教＋2，ロシ  

ア語＋2，ドイツ語＋5，地理＋2，歴史＋2，数学，フランス語は変更なし，物理＋3，製  

図・エッチングー2，書写－2，化学（5）・轢械（4）は廃止〔30〕となっている。   

さて大部分の実科学校は準備学級が付設されるようになった。この改革によって小学校と中  

等学校とのパイプが切断されてしまう結果となった。「下衆な職業にある者の子弟」を中等学  

校から締めだすという政府の同一の目的が全く正反対の二つの基準によって達成されたのであ  

る○すなわち，ギムナジアの準備学級ほ廃止されたが，そこには時を同じくして第1学年に入  

学するにあたって入学試験の基準が設けられた。そのために小学校の子どもは，事実上ギムナ  

ジアヘの入学の機会を失うことになった。つまり，ギムナジアには準備学級がないのセ，たと  

え小学校の多くの子どもがギムナジアに入学を希望したとしても下層階級の子弟は試験に合格  

しなかったのである。一方の実科学校であるが，ギムナジアとは逆に準備学級の整備拡充によ  

って実科学校の第1－2学年に小学校から直接入学することができなかった。何故ならば，実  

科学校の総定員は準備学級の子どもによってみたされたからである。小学校と中等学校の階梯  

の分断がこのようにしてなされたわけである。   

これら2種類の中等学校の特性の相違は，緩和されてきている。すなわち，実科学校はその  

職業教育的色彩を失い，一般教育の強化傾向を強めたのに対し，ギムナジアほ極端な古典的色  

彩を失うようになった。これまでのギムナジアのラテン語，ギリシア語の教育は，古典文化・  

表15．ギムナジア・実科学校の身分別分布  〔30〕  

世襲貴族、個人貴族および 官吏の子弟  47・6i49・2  56・2一札Of40・7l如   
聖 職 身 分 の 子 弟  5・1蓼 5・0  3・912・6ll・8j o・9   

都市諸身分の 子 弟  33・3135・9  31・3F37・OJ41・8仁43・0   

農村諸身分（異民族および 下士をふく塑）の子弟  8・Ol7・9  5・9い0・4い0・9い2・7   

外 国 人 の 子．弟  2・Ol2・0  1・9l3・OJ4・8】5・4   

その他の諸身分の子弟  2・0】   / 3.0 j i   
合  計  10叩flOO・0  100・Oll00・0い00・0い00・0  
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文学などの実際的知識を教授するのではなく，もっぱら文法の詰め込み教育であることが証明  

された。デリアノフ自身，これらの事実をよく知っていたので教科プランの改訂を余儀なくさ  

れた。そこで改訂実施の結果，総教授時数206時間のうち古典語にあてられた拓時間を75時間  

に短縮した。1890年6月13日の法令は，ギムナジアの改訂前の教科プランと1890年法令による  

教科プランの比較を示せばつぎのようになる。宗教＋3時間（以下「時間」省略），ロシア語  

＋5，ラテン語－7，ギリシア語－3，数学－1，物理－1，歴史＋1，地理－2，ドイツ語  

・フランス語は変更なし，製図＋5となった。  

6．職業学校と雑階級の教育機会の拡大   

ツァーリ政府は資本主義の発達にともなって青年の職業教育に大きな関心を寄せていたこと  

ほ明らかである。ロシアにおいて職業教育発展の動機・要因は，教育的であるというよりもき  

わめて政治的理由によるものであった。いわゆるロシアの「産業革命」は多くの工場労働者と  

中間管理者を必要としたのである。   

ロシアの資本主義にとって職業教育の成否はそれ自身の死活問題ですらあったのである。ロ  

シアにおける最初の職業学校ほ，アレキサンダー∬世の統治前に設立されていたが，その数は  

ごくわずかであった。1878年2月21日，アレキサンダー∬世は，大蔵大臣に命じ既存の職業学  

校を統合し，その総合計画の樹立を図ろうとしたが，大蔵大臣はその計画に着手しなかった。  

そこで，1881年4月17日，すべての職業学校は教育省に移管された。そtて1884年1月13日  

教育省内に職業教育局が設置された。同年8月，職業教育局は「ロシアにおける職業教育の一  

般計画」を・作成したのである。この計画の骨子はつぎの通りである。まず産業の要請にしたが  

ってその人材養成の目標をつぎの5つのカテゴリーに分けている。すなわち（1）高度の科学技術  

を身につけた技術者，（2）商工業分野での中間管理者，（3）中級技術者・技能者，（4）職工，（㊥単純  

労働者の養成がそれである。この計画では職業学校がこれら5つのグレードに対応して設置さ  

れ，学校間の相互連関をもたなかった。つまり，生徒の捌からすると上級学校へ進学したいと  

思ってもいくことができないような学校体系であった。   

職業学校は普通教育を修了した者を受け入れる検閲であり，いわゆる中等段階の教育棟関と  

されていた。そてで職業教育局は，各グレードの学校で必要とする生徒の能力を十分に伸ばす  

ための時間を確保するにあたって，これらの学校では，もっぱら職業教育だけにしぼることの  

必要性を強調している。   

教育大臣，デリアノフは右にあげた職業教育局が掟出した「計画」を大筋において承認しな  

がらも，ただ職業教育における5つのグレードを4つのグレードに修正したのである28）。1888  

年の法令によって専門学校を除く職業学校は，3つの種類の学校として誕生したわけである。  

つまり，（1）中等技術学校（2）初等技術学校（3）職工養成所がそれである。中等技術学校は技術者の  

助手養成を目的とし，初等技術学校ほ熟練工のなかでも職長クラスの人材養成を目的とし，職  

工養成所は，いわゆる技能労働者の養成を目的としたのである。中等技術学校は4年制であ  

り，実科学校の5学年から入学資格を与えた。そして機械科・化学科・建築科・農業科・鉱山  

科など5分野のコースが設置された。初等技術学校は3年制で，都市学校の第6学年から入  

学資格を与え，機械科，化学科，建築科が設置された。職工養成所は3年制であり，小学校第  

2－3学年修了程度の子どもに入学資格を与え，錠まえ工・大工養成のコースが設けられたの  

字8）拳骨大臣案として1886年1叩27日†St蕪与OunCilに準案，I888年3月7F！にツァpリの琴可†   
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である。   

デリアノフの職業教育計画は，いざやってみるとそれほどうまくいかなかった。かれは新し  

くつくられた中等技術学校の生徒を実科学校在籍者に求めたが，その期待は徒労に終わったの  

である。なぜならば，実科学校は普通一般教育中心の教育方針にきりかわり，高等専門学校へ  

の準備教育をしていたからである。したがって，中等技術学校にいく生徒はごくまれであっ  

た。実科学校の生徒にとってそこに在学していた方が高等教育棟閑への入学資格が与えられ，  

より高慶の資格が坂得できる機会をみすみす捨てることはないと考えられていたのである0   

他方，過度に職業化したこれらの学校は能力のある生徒から見向きもされず，結局，普通一  

般教育コースに進めなかった生徒だけが集まった。教育大臣のねらいはまんまと失敗したので  

ある。生徒数が増加するのにたいして，産業界が緊急に要請していた中堅技術者・技能者，熟  

練労働者の供給が思ったようにいかなかった。これら失敗の主な原因は職業学校設立のねらい  

が，教育的配慮に欠けており，設立動轢が政治的であったことによるものである。それにもか  

かわらず，職業学校は増加していっ  

た。1895年，中等技術学校は4校と  

なり，1，433名の生徒が在籍した。  

そして，これらの学校のうち3校は  

アレキサンダー統治下において設立  

されたものである。また，19の初等  

技術学校は1880年以前に設立された  

ものであったが，それらはつぎつぎ  

に設置29）され1卵5年には48校，生徒  

数4，080名にのぽった。   

高等職業教育は従前通り高等専門  

学校でなされた。ハリコフにある新  

しい工業専門学校1校だけが18鉱年  

表16．職業教育学校  〔30〕  

初等技術学校・職工  
養成所  

中等技術 学 校  

商 業 学 校  

初等農業学校・中等  
農業学校  
農 業 講 習 所  

師 範 学 校  

獣 医 学 校  

産婆学校・歯科学校・  
医学校  

に創設された。高等専門学校の数は  

全部で10校あったが，そのうち5校はセント・ペテルブルグにあり2校がモスクワ，その他ノ、  

リコフ，リガ，ポーランドのノヴァ・アレキサンドリアにそれそれ1校ずつあった。この他に  

べテルプルグにあった乗術アカデミーと2つの陸軍士官学校は高等職業教育機関に当然加える  

べきてあり，実際には13の高等専門教育機関があったわけである。  

Ⅲ ギムナジア及び実科学校の教育内容・方法   

19世紀ロシアのギムナジアにおける教育がその大半は古典語教授30）に力点がおかれていた。  

すなわち，ギリシア語，ラテン語の教授である。この古典ギムナジアは自然科学・化学・生物  

などを教科の中心に据えることにもっとも憶病であった。教育大臣，デ・トルストイは，古典  

29）初級技術学校は，1881－85年には10校，1886－90年にI土8校，1891－95年には11校新設された．  
30）ギムナジア（1871年に例をとると）では，古典語の学習に全授業の41．2％があてられた．生徒たちは，文法の学   
習に，筆答問題に，ロシア語をラテン語やギリシア語に翻訳することに多くの時間を費やした．文法的精密さの学習   
外生徒にのしかかって亨たが，串典異学の内容のゆたかさ，琴琴さおよび琴術鱒琴しさは考全に無申されていた，   
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主義の弱体化が，青年をとらえた「ニヒリズム」の原因の1つであると考え，古典語の教授が  

青年を「物質的世界」の問題から遠ざける最良の手段であると考えていた。   

他方，実科学校はギムナジアに比較して，古典語のかわりに現代語－フランス語・ドイツ語  

が早くから教えられており，また，物理・化学・数学・機械・生物・簿記・製図などいわゆる  

現代的教科が教えられていた。しかし，中等学校の源流をただせば，．ギムナジアこそが，完全  

な権利をもった普通教育の中等学校であり，実科学校は不完全中等学校であった。   

ギムナジアの教育的特徴を教科の面からとらえようとするならば，ロシア語の教育ともうー  

つは，古典語，現代語の教科史をみることが，その内容を知るためには典型となりうる。もち  

ろん，歴史，数学，物理，化学，生物の教科史をもあわせて考察することは必要であるが，小  

論でほ，ロシア語と外国語としての古典語と現代語の二教科にしぼり考察をすすめていく。と  

りわけ，古典語であるギリシア語・ラテン語の教育課程上における位置を第2章で考察したの  

で，この章では，教育内容・教材としての教科書，教授法，教育改革に尽した教育者，教授学  

研究の一般的動向をのべることにとどめたい。なお，自然科学系教科の分析は，いずれ，それ  

ぞれの専門領域の研究者・教師との典同研究に依拠しなければならない。   

1．ギムナジ7とロシア語教育   

1）教科書の内容とその改良運動   

教科の中でも比較的重要な位置を占めるロシア語を教科書・参考書の内容から考察する。ま  

ず，19世紀の初頭から50年代までの教科書が形式論理に基づいて編集されていた。これらの教  

科書は文法的命題と論理的判断とを混同するといったいわゆるカテゴリーの混同がみられた。  

また，いろいろな文法参考書，例えば音韻論，形態論，措辞論などにかかわる生徒の参考書が  

僅かながらあったが，それらは著者の主観的言語観と言語現象の解釈とに応じてつくられてい  

た。   

実用文法の著者たちでさえ，各国語の中に何よりもまず全人類的な思考迭則を見つけだそう  

とつとめる「哲学的文法」の個々の命題を用いていた。教材はきわめて独断的に提供されてい  

たし，ときには教義問答書の形に従って問答形式で書かれていた。例えば1808年発行のエム・  

ェフ・メモルスキーのHoBaRPOCCH祉Ka兄rPaMMaTHKa B BOnpOeaXHOTBeTaX・（「問答による新  

ロシア語文法」）があった。   

教科書はしばしば外国の文法書を手本にして編集されていた。1827年，セント・ペテルプル  

グでェヌ・イ・グレーチによって書かれたrlpaKTHqeCKa河pyCCKa只rPaMMaTHKa．（「実用ロシア語  

文法」）は，ただ規則と例題だけが羅列され，練習問題は準備されていなかった。しかも，こ  

の文法書は578ページにおよぶ大冊で，その中には612ものパラグラフがあった。  

19世紀の後半になると，論理・文法的傾向をもったやや体系的な教科書ができてきた。それ  

らはエフ・イ・ブスラエフの文法体系に基づいてつくられていた。品詞と文成分を論理・意味  

論的観点から考察しながら，著者たちは，何らかの程度において，形式文法的な現象面をも考  

慮に入れていた31）。この時代の教科書の編集観点は，エフ・イ・ブスラエフの見解が大きな影  

響を与えていた。大部分の教科書は理論的な教材とならんで実用的な教材をも含んでいた。   

当時第一級の文法書としては，ア・イ・キルピチニコフとェフ・ア・ギリヤーPフの  

31）19世紀後半にあらわれたロシア語文法教科書の執筆者には，カ・ゲ・ゴウオPフ，エリ・イ・ポリグアノフ，ア   
．イ．キルビチェコフ，エフ・ア・ギリヤーPフ，カ・ベ・ベトPフ，カ・ア・コジミソ，ベ・ヴユ・スミルノア   

スキー，エフ・ハ・アブラメソコなどがいた．   
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∋THMO几OT＝R PyCeKOrO只3bTKa乱那1日皿3ⅢHX K』aeCOB rHMHa3刷1868）（「中学校低学年用ロシア語  

音韻論・形態論」）32），カ・デ・ウシンスキーのPo且HOe C刀OBO（「母語」）33）ア・ア・ポチエ  

ブニの H33an＝eOKnOpyCeJ（0疏rpaMMaTqKe（1874）（「ロシ語文法についてのノートから」）などが  

発行された。   

とりわけ初等教育の理論では，ウシンスキーの果たした役割はきわめて大きいものがあっ  

た。かれは新しい内容の広い教科課程をつくりあげたが，それにはロシア語だ削ことどまらず  

地理・歴史・理科・図画・唱歌などが含まれていた。ウシンスキーは子どもの思考活動の発達  

をもたらす直観性を土台にして教育体系をうちたてたのである。   

ここではとくにウシンスキーのPo几HOe C刀OBO（1864）に注目したい。これが今日のソ連邦の  

教科書に大きな影響を与えており，注目されている著作である。この本ほ農奴解放後に完成さ  

れたものであり，分析総合的音声式教授法34）によって構成された初等読本である。それまでロ  

シアの初学年の読本が，外国とくにドイツ作家の作品の翻訳を中心に編集した宗教的内容の教  

科書であった，   

これに対してウシンスキーは，子どもたちの周囲の生活の中での諸事物の観察とこれを材料  

としての子どもの思考力と言語の発達とを一つに結びつけることを，この本の主要な課題とし  

ている。そしてこの本は民話・歌・謎・ことわざおよび子どもに動植物界，無生物界，人間生  

活を知らせる文学作品や小論文が集められている。その後，ウシンスキーの言語教育に対する  

すぐれた思想は，革命前の教授学者た．ち，たとえばェヌ・エフ・ブナコフ，デ・イ・チホミロ  

フ，べ・ペ・パフチェロフ，べ・ア・フロレフ等によって継承されていくのである。   

これらの本が世にでてから後，論理的文法的傾向の学校教科書と発達する言語科学との間の  

断絶がますます大きくあらわれはじめた。音声と文字との混同，現代語の事実と現代語に以前  

存在していた事実との混同，現象分願の不明瞭さなどのような教科書の欠点に注意が向けられ  

るようになった。  

1880年代，ア・ア・ポチェプニの見解を反映した心理学的傾向の教科書があらわれた。ポチ  

エブニは思考の心理に立脚し，いろいろな言語手段，とくにイントネーションによって表現さ  

れる意味のニュアンスを考慮しながら，言語現象を研究することが必要であると考えていた。  

この傾向に属するものは，たとえば，ア・ア・ドミトリェフスキーとェヌ・イ・バタリンの措  

辞論教科書であった。この心理学的傾向は，エフ・エフ・フォルトゥナトフにはじまる「形式  

文迭」の傾向と結びついて発展したフォルトゥナトフの支持者たちは，言語事実の分離の基礎  

に形式文法的特徴を置いていた。これらほ後のソビエト時代のコンプレックス・プロジェクト  

・システムの時期，学校教育現場で使われ教科書35）に多大な影響を与えた。   

2）ロシア文学教育の方法と組織  

19世紀の中頃までの文学教授は教条主義的であった。それはスコラ的な修辞学に基づいて教  

32）文法理論が61ページ，解釈，書きとり21ページの内容．  

33）第3学年用初級文法．これはロシア語教授の歴史にすぐれた役割を残した教授用参考書である．  
34）この教授法に対応する古い教授法は，綴字式教授法であり，典型的な教科書として，カリオン・イストミソの挿   
絵入り初等読本（1694）があった．この読本では，アルファベットの各文字ごとに事物の絵がつけられ，事物の名   
称は，学習される文字ではじめられていた．  

35）neu）KO8由伯A．M．Hau］打3blK（1922－24Tこ1－2），エヌ・ア・グーセフとエヌ・ペ・シドロ7CHHTaK用C   

ⅣCCⅨ肝OfBbⅨa・エヌ・エス・デルジャヴイン：yq頭冊KpyCCKO偽rpaMMa丁目肌ヴェ．ヴェ．ギツピウス：   

CHmK亡HC亡聞匹Mel皿mpyCCK訂0払Ⅸ孔   
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授され，価値ある文学作品は第二義的な意味づけしかなされていなかった。しかし，ロシアの  

リアリズム文学の著名な文学者として知られているプーシキン，レルモソトフ，ゴーゴリの文  

学，それにペリンスキーの著作におけるロシアの批評の思想は，古くさい古典主義的定型やス  

コラ的な修辞学の要求を打ち破って，教授の内容と方法に深刻な変革を引きおこしたのである。  

批評家・教育家としてのベリンスキーは，ロシア古典文学の偉大な教育的意義を明らかにし，  

子どもの読み物としての図書選定の原則を確立し，文学作品を分析するに必要な一つの原則を  

さししめした。また，チェルヌイシュフスキーとドプロリューポフの文学批評の労作は進歩的  

な教授法の発展に大きな役割を演じた。  

19世紀中頃の進歩的教授学者たちほ，教授・学習の方法体系をつくるにたあって，文学作品  

の原典の学習・分析をそれらの柱に据えるべきであることを力説している。『祖国の言語の教  

授について』の著者であるェフ・イ・ブスラエフは作家の作品を読む必要性を強調した。ま  

た，ヴェ・イ・ヴォドヴォゾフとヴェ・ヤ・ストユニンは教師の積極的な指導のもとで生徒が  

香り高い文学作品の原典を自主的に学習することが，学校における文学学習の基礎であること  

を提起した。かれらによれば，学校教育において作品のさまざまな構成要素の相互連関を解明  

することが，生徒の自主的な思考力・知力・芙的感情を発達させ，理論的，文学的結論に導く  

ものとならなければならない，といっている。また，芙学における文学の役割の問題を研究し  

たヴェ・べ・オストロゴルスキーの方法体系の中では，文学作品の芸術的な側面を分析するこ  

とに特別の注意がはらわれている。  

19世紀における教授方法上の思想の進歩的な伝統は，今日， ソビエトの教授にも引き継が  

れ，かつ，その意義が高く評価きれている。   

3）母国による教授を禁止する教科課程   

母語による教授の禁止と「大ロシア」人のことばを教授語に利用することほ，ツァーリがつ  

ぎの三重の目的を追求したものである。すなわち，少数民族に土着民族文化を忘れさせ，それ  

を放棄させること，被抑圧民族の広い層が教育を受けられないようにすること，被抑圧民族の  

インテリゲンチアのなかから，もっとも能力のあるものを「吸収し」かれらを支配民族の中に  

くみ入れることであった。   

教授の面におけるこのような政策の典型がツァーリ・ロシアの教育政策であった。ツァーリ  

の政策はギムナジアと少数民族・異民族を無縁のものとしたのである。いわゆる「異民族」の  

子どもたちは，さまざまな宗教学校におしこめられた。それに対して，異民族の母語による教  

育要求は1960年代に起り，異民族はギリシア正教から大衆的な離脱によって規則制定にまでも  

ちこんでいる。有名な宣教師，エヌ・イ・イリミンスキーは，母語による異民族の宗教々育制  

度を提案した。かれほいくつかの民族のためにアルファベットを作った。ながい討議を経てイ  

リミンスキーの制度は，1870年3月26日付の「規則」として法制化された。イリミンスキーに  

よれば「……… もっとも信頼でき，もっとも確実な手段は，母語による学校数育と異民族の日  

常語によるロシア・キリスト教義書の出版である。ロシア化というのは，とりわけ，宗教的キ  

リスト教的考え方を異民族に習得させることでなくてはならない……… 。私の砲弾は異民族語  

の書物，異民族語の神学，司祭を先頭にした教会の異民族の僧侶団である」。このことから明  

らかになることは，イリミシスキーの制度が，民族のキリスト教化のより細かな手段であり，  

母国語の利用は決して民族文化の発展と教育のためにおこなわれたのではなかった，というこ  

とである。ツァーリ・ロシアにおける「異民族」の社会・教育活動は1860年代にはさまざまな   
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形で，大ロシア人に抵抗をし，闘いにたちあがっている情況をさし示すものである。   

2．ギムナジアと外国語教育   

学校での外国語教育は外国語の話しことば外国語の文章の読み・書きの基礎を教授すること  

を内容とする教科である。19世紀ロシアにおけるギムナジアの外国語は古典語のギリシア語，  

ラテン語があり，現代語としてのフランス語，ドイツ語があった。ここでいう外国語とりわ  

け，古典語は，今日，われわれが考えている以上にギムナジアでは重要な教科とされ，ギムナ  

ジアの根幹をなす教科として位置づけられていた。とりわけ外国語教育の方向と性格は，ツァ  

ーリズム体制がこの教科にいかなる任務をもたせるか，ということに関係があった。   

その主要なねらいは，生産に直接参加することからまぬがれて文化の領域で働くインテリゲ  

ンチャ・エリートのための「教養語」として古典語が位置づけられた。それゆえに，古典語は  

一般大衆が近づきがたいものとなり，ギムナジアは，その古典語をもって全教科課程の41．2％  

を占めていることから，古典語とギムナジアは一心同体の運命を担っていたのである。   

ロシアにおける外国語の教授とは，すでは11－12世紀のキエフ・ルスイー（仙eBCKOH PyCH）  

の時代からはじまっていた。この時代のコトバの知識の基本ほ外国からやってきた人々と生き  

生きと交際する道を形成することにあった。13－15世紀のはじめ修道院でギリシア語の教育が  

はじめられていた。   

ギリシア語，ラテン語，スラブ語を教えた最初の学校は，ギリシア・スラブ語学校であり，  

南西地方に開設された。16世紀末葉にはルースイ一に，また，モスクワにほ18世紀中葉に外国  

語（ギリシャ・ラテン語）を教える最初の官立特別学校が現われた。最初の官立学校ではギリ・シ  

ア語を教え，1681－83年にモスクワに開設された。  

18世紀の初頭には貴族や宮廷官吏の範囲でオランダ語，ドイツ語教授が急速にはじめられる  

ようになった。そして18世紀30年代にほフランス語が教えられるようになった。一連の特別学  

校はモス●クワやペトロダラード地方に設立されていった。ギムナジアおよび教会学校で最初に  

とり扱われる外国語はラテン語であり，新しいコトバを今後学習するための基礎とみなされ  

た。′外国語教育において「文迭訳読法」が支配的であった。各々の外国語の習得は，名詞・形  

容詞の格変化，動詞の変化を学ぶことから始められた。生徒は語を暗諭しその後文鎮の規則を  

暗諭し，文が作れるようにすることであった。文法教科書は，ロシア語の訳注がされていた。  

18世紀後半になるとモスクワ大学の教授連によって教授法書が出版された。それは生徒がテ  

キストを読んで理解すること，口頭で話せる習慣をつける目的をもつ方迭論をさししめしたも  

のである。  

18世紀末葉ロシアでは貴族の子弟のための特権的閉鎖的学校，たとえば中央幼年学校，海兵  

学校，貴族女子学院などの学校が創設された。また貴族寄宿学校では，フランス語，ドイツ語  

などの外国語教育を与えた。これらの学校の外国語教授は理論的実践的特質を持っていた。  

19世紀の初頭，貴族の中で，後になってブルジョアジーの家庭ではその子弟のために外国人  

の家庭教師を雇うのが伝統的でありそのあとに寄宿学校へ子どもを通学させたのである。この  

寄宿学校は子どもたちに外国語のよい知識を会得させる正規のクラスを保障しそしてその後西  

ヨーロッパの大学教育を続けることができる可能性をかれらに与えていた。普通教育学校－ギ  

ムナジア，準ギムナジアでは依然として文法訳読法が優勢を占めていた。そ・こではラテン語・  

ギリシア語（古典語），現代語の教授に深い配慮を示していた。   

ギムナジアにおけるラテン語，ギリシア語，貴族学校におけるフランス語は，「教養語」と   
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して位置づけられていた。このような状態のもとでは，外国語が古典ギムナジアの教科課程の  

基本的教科となっていることは上でみた通りである。   

今日に至るまで資本主義諸国では，教科課程における外国語の並はずれた役割が，精神文化  

の分野の働き手を養成する特権的な学校の一つの特質となっている。  

19世紀，とくにロシアでは60年代実学的傾向が強まるにつれて，現代外国語の実用的習得と  

いうことが，学校における教科教育の任務とされてくる。実業・技術関係の中等学校の場合，  

そのような実用的習得ということがとりわけ重要となっている。ここでは，1860年代から20世  

紀初頭にかけて，ギムナジアにおける外国語教科課程の改訂の過程を考察する。  

1861年の農奴解放は，ロシアにとってわが国の明治維新にも匹敵する時期であることを上で  

のべてきた。そうした社会変革はギムナジアの外国語の教科課程にも如実に反映されている。  

表17にみられる1864年の教科課程ではつ  

ぎのような特徴をあげることができる。  

（1）ギムナジアの多様化傾向がみられ，現  

代語としてのフランス語，ドイツ語の教  

育的意味が高まった。（2）にもかかわら  

ず，古典語であるラテン語，ギリシア語  

の教科における位置は相対的に優位であ  

る。しかし，反面では古典語のゆるやか  

な衰退を意味するものである。（3）大学人  

表17．1864年改訂による外国語教授時数  

（単位：過当り）〔36〕  

学の資格・条件は二古典語の履習者に限  

定されているので，古典語はインラリゲンチャー支配者のパスポートである。（4）現代語の中で  

はフランス語が重視されており，つぎにドイツ語である。ギムナジアにおける英語の評価がき  

わめて低いことである。しかし，確実に現代語の実利的価値がギムナジアに浸透している。（5）  

ギムナジア・大学支配は制度上貴族・官吏の手ににぎられていることが考察できる。  

1871年改革は表18に示す  

通りである。これをみる  

と，1864年改革の教科課程  

に比べて（1）古典語重視の傾  

向がみられる。ギムナジア  

の古典語一辺倒の教科課程  

の復括を意味するものであ  

る。（2）古典語の重視は，貴  

表18．1871年改訂によるギムナジアの外国語教授時数  

（過当り時間）〔36〕  
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族・官吏の教育を西欧の近  

代主義の潮流かかく離し，身分制を合理化し，死守することにある。（3）同時に，現代外国語の  

位置がますます高まったことを意味するものである。   

当時の外国語教育の到達度はどのへんにおいていたか概説してみよう。ギムナジアの卒業者  

は，辞書を使わないで書物を読めることに重点を置いていたことである。とくに実科ギムナジ  

ァでは文学的科学的読み物が教科内容を構成していたが，なかでも文学のよみとりに圧倒的に  

多い時間が費やされていた。また，文法は6学年で仕上げられ，7㌧8学年では外国語の古典  

文学を文法訳読法で教えられていた。   
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表19．18抑年改訂ギムナジア外国  

語教授時数（過当り） 〔36〕  

表20．1906－1907年度実科学校外国語  

教授時数（過当り）  〔36〕  

教  科  時 間 数  

表21．1906－1907年度ギムナジア外国語  

教授時数（過当り）  〔36〕  

1890年改革の教科課程も表19によれば  

依然として古典語優位の情況を示してい  

る。また，フランス語とともにドイツ語  

の教育的位置が相対的に高まってきたこ  

とである。古典ギムナジアといえども，  

現代語に目を覆うことができなくなった何よりの証拠であろう。   

20世紀に入るとギムナジアにおける外国語教育の事情は大きく変わっていく過程が表20・21  

で明確にされている。（1）ギリシア語が外国語教科から消え，古典語が急激な衰退をみせたこと  

である。（2）古典語に代えて現代語であるドイツ語，フランス語が絶対的優位にたったことであ  

る。（3）古典語専攻生ですらその履習時間数が大幅に減少した。（4）実科学校の現代語の教授・学  

習がますます重視されてきたことなどがあげられる。  

1860年以降の外国語の教科課程をみてほっきりすることは，ギムナジアが身分制的であると  

いうことを除いて，現代社会の教育要求に大きく近ずいてきたことである。これらの改革の軌  

跡はまた，ツァーリズムの政策が奴隷制的農奴主制から近代的ブルジョアジーおよびプロレタ  

リアートの教育要求に譲歩した姿でもあることを象徴的に示したものといえる。   

プロレタリアートの言語教育の政策と要求は，ロシア民主労働党綱領の教育条項およびレー  

ニンの綱領草案の中でロシアの教育現実をふまえながら的確にだされている。  

結  び  

ギムナジ7（男子）・実科学校，国民教育の外的骨格としての近代的教育制度は，19世紀に入  

ると整備されるかにみえたが，観念的に整備され，構成された制度は，階級構造の中で崩れて  

いった。とくにギムナジアの特権は前近代性の典型であること。実科学校は雑階級のものとし  

て発展していく。しかし，後者でさえも貧農にとって遠い存在であること。   

農奴制社会の属性としての身分，資本主義社会の属性としての階級の差異，前者は（1）政治的，  

経済的，精神的な諸組織，特殊な住民集団の法律上の特権を認める。（2）生徒が一定の身分に属  

していること。3）特権的，閉鎖的である。後者は，これらの諸組織，住民の集団の実質的条件  

だけが問題で，市民としての法律上の平等を前提とする。2）学校は有産者にとって一様に組織  

され，開放的である。3）学校入学のための必要条件は，授業料・学用品・扶養料だけが問題に  

され，入学資格は完全に自由である。   

貴族・官吏，庶民との共学を嫌い閉鎖的特権学校を温存した。すなわち古典ギムナジアがそ  

れである。学校体系は極端に複線化の道を辿っていった。   
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世俗的近代的教科の圧縮，国粋的な排外主義と宗教的神秘主義とがギムナジアの教育を支配  

したこと。   

近代教育をロシアの経済的文化的後進性の克服の必要から，急激に外形的法制的に打ちだし  

ていく。しかし教育体制の外的近代性と内的前近代性の改行的アンバランスが教育政策・ノ制度  

の面に顕著にあらわれる時期である。  
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